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市内保育園をご紹介します！
～市内には10ヶ園あります～

題
字

　
竹
本 

さ
く
ら
さ
ん

脊振の烏骨鶏と名古屋種
P３に関連記事
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中央公民館
神埼市立図書館

監査事務局 ☎37　0109

企画課

〃

〃

情報管理係 ☎44　2112

ダム対策課

ダム対策課分室

☎37　0103

☎53　2304

歴史文化推進室 ☎37　0153

☎37　0088

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

４

市
内
保
育
園
を
ご
紹
介
し
ま
す 

�
�
�
�
�
�

８

市
長
の
部
屋
／
妊
婦
歯
科
健
診 

�
�
�
�
�
�

10

11
月
定
例
議
会
／
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
／
夜
の
市
長
室 

�
�
�

11

輝
け
る
未
来
の
た
め
に　

市
役
所
の
職
場
紹
介

 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

12

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
紹
介 

�
�
�
�
�
�

14

住
民
総
合
健
診
の
お
知
ら
せ
／
風
し
ん
予
防
接
種

の
費
用
助
成 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

16

年
に
一
度
は
特
定
健
診 

�
�
�
�
�
�
�
�
�

17

小
・
中
・
高
校
生
医
療
費
助
成　

現
物
給
付
開
始

 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

18

小
・
中
学
生
医
療
費
助
成
の
申
請
は
お
早
め
に
／

神
埼
市
生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
巡
回
相
談
／
入

札
参
加
資
格
申
請
の
受
付
を
開
始 

�
�
�
�
�

19

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防 

�
�
�
�
�
�
�
�

20

確
定
申
告
・
市
県
民
税
申
告
の
お
知
ら
せ
／
軽
自

動
車
の
廃
車
・
名
義
変
更
は
お
早
め
に 

�
�
�

21

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
募
集
・
支
援
員
募
集

 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

22

神
埼
塾
・
神
埼
ま
ち
あ
る
き
受
講
者
募
集
／
秋
の

叙
勲
受
章
／
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金 

�
�

23

給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

�
�
�
�
�
�
�
�
�

24

進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画 

�
�
�
�
�
�
�

25

物
産
館
情
報
／
水
車
の
里
遊
学
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／

神
埼
市
消
費
者
相
談
窓
口
よ
り 

�
�
�
�
�
�

26

お
む
す
び
チ
ー
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ
／
は
ん
ぎ
ー

ホ
ー
ル
行
事
予
定
／
い
き
い
き
大
学 

�
�
�
�

27

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
イ
ム
／
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
／

介
護
保
険
料
の
納
付
確
認
書
の
送
付 

�
�
�
�

28

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ 

�
�
�
�
�
�
�
�

29

健
康
コ
ラ
ム
／
保
健
栄
養
相
談
／
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
だ
よ
り 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

30

こ
ど
も
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
／
日
曜
祝
日
在
宅
当
番

医
／
献
血
に
ご
協
力
を 

�
�
�
�
�
�
�
�
�

31

情
報
板 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

32

相
談 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

34

行
政
ト
ピ
ッ
ク
ス 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

35

ま
ち
の
話
題 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

36

Ｆ
Ｍ
佐
賀　

Ｍ
Ｙ 

Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｒ 
神
埼
／
吉
野
ヶ
里

歴
史
公
園
か
ら 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

38

輝
い
て
い
る
人
／
文
芸
コ
ー
ナ
ー 

�
�
�
�
�

39

あ
つ
ま
れ
！
か
ん
ざ
き
っ
子 

�
�
�
�
�
�
�

40

神埼小学校６年

竹本 さくらさん

作
者
コ
メ
ン
ト

 

私
は
、
６
年
生
に
な
っ
た
時
、
小
学
生
最
後
な

の
で
何
に
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。
市
報
の
題
字
「
神
埼
」
も
書
き
た
い
と
思
い
、

一
生
懸
命
練
習
し
ま
し
た
。

　

私
に
は
、
将
来
の
夢
が
あ
り
ま
す
。
夢
を
実
現

す
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
事
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
そ
の
経
験
を
活
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

１ 

月
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（平成28年11月末日現在）

●人　口　32,066人（対前月－12人）

　　　　   （男／ 15,370人　女／ 16,696人）
●世帯数　11,591世帯（対前月＋20世帯）

平日　８：30 ～ 17：15

　※毎週火曜日は、市民課窓口は19時まで受付。（本庁のみ）

市県民税（４期）　　国民健康保険税（８期）

・「よかね神埼」ぶんぶんテレビの15分番組
　毎月第３・４週
　８：30 ～、12：30 ～、21：30 ～
※番組編成により放送時間が変更になる場合があります。
・「ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼」ＦＭ佐賀 毎週水曜日　12：00 ～

　

脊
振
町
鹿
路
で
養
鶏
を
営
む
田
辺
憲
子
さ
ん
。

　

田
辺
さ
ん
宅
で
は
、
烏
骨
鶏
や
名
古
屋
種
な
ど

の
鶏
が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
季
節
、
渡
り
鳥
の
飛
来
シ
ー
ズ
ン

で
す
。
吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
で
は
マ
ガ
モ
の
群
れ

が
、
城
原
地
区
の
伊
勢
福
寺
池
で
は
オ
シ
ド
リ
が

観
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
は
酉
年
。
飛
躍
の
年
に
な
る
こ
と
を
願
い

つ
つ
、
家
族
揃
っ
て
鳥
を
眺
め
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

今
月
の
表
紙

「
脊
振
の
烏
骨
鶏
と
名
古
屋
種
」

 　   　 ８日（日）

 　   　22日（日）

１月  ４日（水）

 　   　 ８日（日）

神埼市消防団出初式

吉野ヶ里ロードレースin神埼市

神埼市年詞交歓会

神埼市成人式　



あ
け
ま
し
て

　
　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

た
く
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
10
年
間
に
は
、
色
々
な
出
来
事
や
施
策
展
開

が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
“
市
報
か
ん

ざ
き
”
に
て
お
知
ら
せ
を
し
て
き
ま
し
た
し
、
ま
た
、

“
市
制
施
行
10
周
年
記
念
誌
”
に
は
10
年
の
歩
み
と
し

て
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
的
に
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
私
が
心
掛
け
て
き
た
こ
と
は
自
ら
の
意
識

改
革
か
ら
行
動
改
革
を
考
え
、
常
に
公
平
・
公
正
・

オ
ー
プ
ン
に
し
て
市
民
の
意
見
を
反
映
す
べ
く
広
報

広
聴
に
務
め
る
こ
と
を
基
本
に
し
な
が
ら
、
神
埼
市

民
と
し
て
の
一
体
感
の
醸
成
と
財
政
の
再
建
に
誠
心

誠
意
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
、市
民
協
働
の
考
え
を
啓
発
す
る
と
と
も
に
、治
水
・

防
災
対
策
、
子
育
て
、
教
育
、
健
康
と
福
祉
の
拡
充
、

地
域
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
希
望
に

満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
米
国
大
統
領
選
挙
に
よ
る
ド
ナ
ル

ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
の
当
選
は
、
全
世
界
に
大
き
な
波

紋
を
広
げ
、
大
統
領
就
任
時
点
か
ら
の
大
き
な
世
界

変
化
が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
特
定
地
域
の
小
競
り
合
い
や
地
域
戦
は
あ
っ
て
い

た
も
の
の
、
日
本
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
戦
後
の
大

き
な
平
和
が
損
な
わ
れ
る
の
で
は
と
の
危
惧
が
漂
う

年
明
け
を
感
じ
さ
せ
る
向
き
も
あ
り
ま
す
が
、
た
だ

た
だ
平
和
を
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
市
民
の
安

全
安
心
を
第
一
義
と
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
市

政
運
営
で
あ
り
、
近
年
大
き
な
災
害
等
も
な
く
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

神
埼
市
は
、
平
成
18
年
３
月
20
日
に
３
３
，８
９
０

人
の
人
口
を
有
す
る
新
市
と
し
て
誕
生
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
10
年
を
経
過
し
た
昨
年
、
３
月
20
日

に
は
、
多
数
の
関
係
者
を
は
じ
め
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ま
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
祝
福
の
中
に
『
神
埼
市

市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
』
を
盛
大
に
執
り
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、
数
多
く
の
10
周
年

記
念
事
業
が
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
、
誠
に
あ
り
が
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建
設
③
脊
振
町
複
合
施
設
建
設
④
南
部
工
業
団
地
造

成
⑤
王
仁
博
士
顕
彰
公
園
整
備
）
に
つ
い
て
は
、
用

地
の
問
題
、
一
部
事
務
組
合
の
立
ち
上
げ
、
交
渉
手

続
な
ど
一
定
の
進
展
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
合
併
特

例
債
の
期
限（
平
成
32
年
度
）ま
で
の
完
成
を
目
指
し
、

総
力
を
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
こ
れ
ま
で
同
様
の

ご
理
解
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
の
10
年
間
に
向
か
っ
て
進
め
る
べ
き

ソ
フ
ト
事
業
と
と
も
に
主
な
ハ
ー
ド
事
業
（
①
千
代

田
支
所
周
辺
整
備
・
利
活
用
②
脊
振
支
所
周
辺
整
備
・

跡
地
利
用
③
伊
東
玄
朴
記
念
館
建
設
④
勢
福
寺
城
跡

観
光
周
遊
整
備
⑤
中
心
市
街
地（
櫛
田
宮
・
長
崎
街
道
）

活
性
化
整
備
⑥
駅
北
開
発
整
備
・
脊
振
町
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
兼
避
難
道
路
・
道
の
駅
）
な
ど
、
多
く
の

事
業
、
施
策
展
開
が
目
白
押
し
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
は
、
第
１
次
総
合
計
画
の
総
ま
と
め
の
時
で

あ
る
と
同
時
に
、
第
２
次
総
合
計
画
策
定
の
時
で
も

あ
り
、
仕
上
げ
と
反
省
、
検
討
と
計
画
の
大
切
な
特

別
の
年
で
あ
り
ま
す
。市
民
協
働
の“
元
気
か
ん
ざ
き
”

を
目
指
し
、
職
員
も
心
身
一
丸
と
な
っ
て
前
進
す
る

覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
今
年
一
年
が
神
埼
市
に
と
っ
て
意
義

あ
る
年
と
な
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
市
民
皆
さ

ま
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
29
年
元
旦

�
神
埼
市
長

　松
本　

茂
幸

　

し
か
し
、近
年
、全
国
的
に
人
口
の
減
少
が
叫
ば
れ
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
拡
大
基
調
の
ま
ち
づ
く
り
か
ら
縮

小
基
調
に
大
転
換
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
に
策
定
す
る
平
成
30
年
度
か
ら
始
ま
る

向
こ
う
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
“
第
２
次
神
埼
市

総
合
計
画
”
で
は
、
人
口
減
少
を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ

く
り
計
画
が
必
然
的
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
地
区
住
民
の
意
見
、
要
望
を
求
め
る

べ
く
、
昨
年
８
月
23
日
か
ら
始
め
た
『
市
長
と
語
る

会
』
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
の
人
口
変
化
（
１
，

７
９
４
人
の
減
少
、
５
・
３
％
減
）、
世
帯
数
変
化
（
７

２
６
世
帯
の
増
加
、
６
・
８
％
増
）
と
同
時
に
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
の
人
口
、
世
帯
数
の
変
化
を
示
し
、
そ
の

変
化
を
如
何
に
読
み
解
く
か
を
語
り
合
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
さ
ら
な
る
10
年
間
に
お
け
る
地
域
の
在

り
様
と
対
応
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
た
上

で
、
市
民
主
体
の
“
第
２
次
神
埼
市
総
合
計
画
”
を

作
り
上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
現
実
社
会
問

題
と
し
て
、
ま
す
ま
す
進
む
核
家
族
化
の
中
で
の
介

護
、
医
療
、
ま
た
、
少
子
高
齢
が
進
む
地
域
の
運
営

な
ど
の
課
題
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
計
画
作
成
に
当

た
り
一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
意
見
参
加
を
希
望
す

る
も
の
で
す
。
よ
そ
事
で
な
く
我
が
事
と
し
て
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
多
々
あ
る
ソ
フ
ト
事
業
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
緊
急
に
し
て
か
つ
重
要
課
題
と
し
て
訴
え
て

ま
い
り
ま
し
た
事
業
（
①
新
庁
舎
建
設
②
葬
祭
公
園
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神
埼
市
議
会

議
長

　
　瀧

　恒
明

神
埼
市
教
育
委
員
会

教
育
長

　田
代 

高
規

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希

望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
神
埼
市
議
会
を
代
表
し
ま

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

昨
年
は
、
神
埼
市
制
10
周
年
の
年
で
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
や
事
業
が
行
わ
れ
、
新
た
な
歴
史
が

刻
ま
れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
市
議
会
に
お

き
ま
し
て
も
４
月
26
日
の
臨
時
議
会
で
、議
長
、

副
議
長
以
下
が
新
体
制
と
な
り
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
議

会
活
動
に
専
心
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
が
直
面
す
る
大
き
な
課
題
と

し
て
、「
人
口
急
減
、超
高
齢
化
」
が
あ
り
ま
す
。

各
自
治
体
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し

た
自
律
的
で
持
続
的
な
施
策
を
実
施
し
、
地

方
創
生
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
り
ま
す
。
神
埼
市
に
お
い
て
は
、
こ
れ
か

ら
普
通
交
付
税
の
一
本
算
定
に
よ
る
歳
入
の

減
、
さ
ら
に
人
口
減
少
に
よ
る
税
収
不
足
等

財
政
運
営
上
の
課
題
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
、
潤
い
と
活
力
を
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
、
市
政
の
緊
急
か
つ

重
要
事
項
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
、
合
併
特
例
債
を
活
用
し

た
新
庁
舎
建
設
事
業
を
は
じ
め
、
葬
祭
公
園

の
建
設
、
脊
振
町
複
合
施
設
建
設
、
南
部
工

業
団
地
整
備
、
王
仁
博
士
顕
彰
公
園
建
設
な

ど
が
本
格
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
議
会
と
し
て
は
、
市
民
の
安
全
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
を
念
頭
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
方

の
共
通
の
利
益
を
最
優
先
に
と
ら
え
、
職
責

を
全
う
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
市
民

の
皆
さ
ま
の
声
を
市
政
に
届
け
る
と
と
も

に
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
の
実
現
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

神
埼
市
の
今
後
更
な
る
発
展
と
市
民
の
皆

さ
ま
の
幸
福
の
た
め
議
員
一
同
、
心
新
た
に

努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
幸

多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

輝
か
し
い
新
年
を
、
皆
さ
ま
お
揃
い
で
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
３
月
の
総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
、「
市

民
一
人
ひ
と
り
が
存
在
感
を
も
っ
て
元
気
に
学

ぶ
神
埼
の
人
づ
く
り
」
と
い
う
「
教
育
大
綱
」

を
定
め
ま
し
た
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
っ
て
、

本
年
度
も
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
一
層
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

情
報
化
、
国
際
化
、
科
学
技
術
の
進
歩
。
社

会
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
顔

の
見
え
な
い
人
と
の
お
し
ゃ
べ
り
、
車
の
給
油

は
セ
ル
フ
、
銀
行
振
り
込
み
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
等
々
、

自
動
化
の
波
が
ど
ん
ど
ん
押
し
寄
せ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
、
先
行
き
不
透
明
な
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
人
と
人
の
結
び
つ
き
が
大
切
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
、
千
代
田
、
神
埼
両
中
学
校
が
、
王
仁

博
士
ゆ
か
り
の
韓
国
霊
岩
郡
の
中
学
校
と
姉
妹

校
提
携
を
結
び
、
交
流
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

言
葉
や
習
慣
の
違
い
を
乗
り
越
え
て
、
次
第
に

溶
け
込
ん
で
い
く
姿
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
全
て
の
学
校
で
「
神
埼
・
ふ
る
さ
と

学
習
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
伊
東
玄
朴
、

下
村
湖
人
、
吉
田
絃
二
郎
な
ど
の
偉
人
を
輩
出

し
、
多
く
の
歴
史
的
遺
産
や
伝
統
産
業
、
特
産

物
を
誇
る
神
埼
市
。
地
域
の
方
々
を
師
と
し
て

招
き
、
し
っ
か
り
学
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

社
会
教
育
で
は
、
公
民
館
の
講
座
や
イ
ベ
ン

ト
を
一
段
と
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。
仲
間
づ
く

り
や
学
び
の
場
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い

も
の
で
す
。
ま
た
、
読
書
を
通
じ
て
地
域
や
家

族
の
絆
を
深
め
る「
家う

ち

読ど
く

」も
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

留
守
家
庭
の
児
童
は
、
安
全
な
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
で
、
学
習
や
遊
び
を
通
し
て
様
々
な

ル
ー
ル
を
学
ん
で
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
全
て

の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。　

　

神
埼
市
が
用
意
で
き
る
様
々
な
学
習
や
ス

ポ
ー
ツ
の
場
を
活
用
さ
れ
て
、
地
域
が
強
い
絆

で
結
ば
れ
て
い
き
ま
す
よ
う
、
さ
ら
に
は
、
皆

さ
ま
が
健
康
で
明
る
い
一
年
を
お
過
ご
し
に
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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総
務
企
画
部　

　

昨
年
は
、
合
併
10
周
年
と
い
う
節

目
の
年
を
迎
え
、
記
念
式
典
や
ま
ち

づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
盛
大

に
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
更
な
る
飛
躍
に
向
け
、
ま
ち

づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
新
庁
舎
建
設

事
業
、
脊
振
町
複
合
施
設
建
設
事
業

を
よ
り
具
体
化
す
る
と
と
も
に
、
千

代
田
庁
舎
利
活
用
計
画
の
策
定
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
以
降
10
年
間

の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第

２
次
総
合
計
画
」
の
策
定
に
も
取
り

組
み
ま
す
。

　

葬
祭
公
園
整
備
事
業
は
、
昨
年
12

月
に
県
か
ら
吉
野
ヶ
里
町
と
の
一
部

事
務
組
合
「
神
埼
市
・
吉
野
ヶ
里
町

葬
祭
組
合
」
の
設
置
許
可
を
受
け
ま

し
た
の
で
、
平
成
32
年
度
供
用
開
始

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

め
の
重
要
な
資
源
と
し
て
「
健
康
」

を
捉
え
、
元
気
に
楽
し
く
、
安
心
し

て
暮
せ
る
よ
う
に
、母
子
保
健
対
策
、

食
生
活
改
善
、
予
防
接
種
、
疾
病
の

予
防
と
早
期
発
見
、
治
療
の
た
め
の

保
険
制
度
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
今

後
は
、
保
険
制
度
の
県
内
広
域
化
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
は
、
佐
賀
県
ご
み
処
理
広
域

化
計
画
に
基
づ
き
、
佐
賀
県
東
部
ブ

ロ
ッ
ク
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
向
け

た
協
議
を
進
め
ま
す
。

　

社
会
福
祉
で
は
、
子
育
て
支
援
の

一
環
と
し
て
「
産
前
・
産
後
ヘ
ル

パ
ー
事
業
」
を
昨
年
か
ら
開
始
す
る

な
ど
、
子
育
て
世
代
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
お
り
、
今
後
も
子
育
て
支
援
の
更

な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
へ

は
、
子
ど
も
の
学
習
と
居
場
所
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
「
子
ど
も
の
学

習
支
援
事
業
」
を
開
始
し
、
各
世
帯

に
お
け
る
幅
広
い
支
援
を
展
開
し
ま

す
。

　

高
齢
福
祉
で
は
、
介
護
予
防
事
業

ど
に
対
応
す
る
た
め
の
機
能
強
化
に

も
努
め
ま
す
。

　

障
が
い
福
祉
で
は
、
障
が
い
者
の

自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
地
域
生
活

支
援
事
業
、
就
労
継
続
支
援
、
共
同

生
活
援
助
な
ど
の
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
更
な
る
充
実
に
努
め
ま
す
。

産
業
建
設
部

　

農
林
水
産
部
門
で
は
、
農
業
経
営

の
安
定
を
図
る
た
め
、
競
争
力
と
生

産
性
を
高
め
る
取
り
組
み
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
農
業
用
の
用
排
水
路

等
の
維
持
と
機
能
の
回
復
を
図
り
、

持
続
可
能
な
農
村
・
農
業
の
構
築
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
ク
リ
ー
ク
法

落
ち
対
策
に
伴
い
、
間
伐
材
の
木
杭

利
用
と
脊
振
の
森
林
整
備
を
促
進

し
、
災
害
に
強
い
保
水
能
力
の
高
い

森
林
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

商
工
観
光
部
門
で
は
、
地
場
産
業

の
振
興
は
も
と
よ
り
南
部
工
業
団
地

等
へ
の
優
良
企
業
の
誘
致
等
、
地
域

経
済
の
発
展
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

王
仁
博
士
顕
彰
公
園
な
ど
の
新
た
な

観
光
資
源
開
発
を
促
進
し
、
交
流
人

口
の
増
加
と
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
努
め
ま
す
。

　

建
設
部
門
で
は
、
道
路
な
ど
の
社

会
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
「
環
境
に
や
さ

し
く
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
を

 
今
年
の
抱
負

市
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
の
で
、市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
昨
年
10
月
末

か
ら
市
内
特
産
品
に
よ
る
返
礼
品

拡
充
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
を
開

始
。
全
国
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
今
後
も
財
源
確
保
と
地
域
活

性
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

防
災
面
で
は
、
新
た
な
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
と
、
防
災
行
政
無
線

を
は
じ
め
防
災
メ
ー
ル
等
の
機
能
を

活
用
し
、
自
主
的
な
避
難
行
動
に
繋

げ
る
取
り
組
み
を
行
い
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

　

歴
史
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
は
、
伊
東
玄
朴
記
念

館
の
整
備
に
向
け
、
市
内
外
か
ら
の

支
援
を
求
め
つ
つ
、
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

財
政
面
で
は
、
今
後
の
財
政
運
営

は
益
々
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
平
成
29
年
度
ま
で
の
総
合
計
画

に
沿
い
、
施
策
の
確
認
を
図
り
な
が

ら
、
事
業
の
取
捨
選
択
等
さ
ら
に
健

全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

市
民
福
祉
部

　

総
合
窓
口
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

一
番
近
い
窓
口
と
し
て
、
明
る
く
誠

実
な
対
応
で
、
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ

う
努
め
ま
す
。

　

本
年
、
２
月
１
日
か
ら
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
、
住

民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
実
施

し
、
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

保
健
医
療
は
、
幸
せ
に
生
き
る
た

基
本
方
針
と
し
て
、
地
域
経
済
の
活

性
化
と
市
民
の
生
活
環
境
の
向
上
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
高
度
成
長
期
に

建
設
さ
れ
た
多
く
の
施
設
の
老
朽
化

が
進
む
中
、
更
新
や
老
朽
化
対
策
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
長
期

的
な
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら

に
、
城
原
川
ダ
ム
の
建
設
促
進
を
今

後
も
国
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

下
水
道
部
門
で
は
、
公
共
下
水
道

の
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
増
設
に
着
手

し
、
浄
化
槽
整
備
と
あ
わ
せ
て
、
快

適
な
生
活
環
境
と
良
質
な
水
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
業

務
継
続
計
画
を
策
定
し
て
、
危
機
に

対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
に

努
め
ま
す
。

　

今
後
も
本
市
の
発
展
と
安
全
・
安

心
の
確
保
、住
環
境
の
向
上
の
た
め
、

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

▲市道国営千代田西１号

▲筋力アップ養成塾
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に
力
を

入
れ
る

と
と
も

に
、
認

知
症
支

援
、
権

利
擁
護

や
介
護

相
談
な
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特
集

市内保育園をご紹介します！
～市内には10 ヶ園あります～

◎問い合わせ　福祉課　社会福祉係　☎37-0110

　　  神埼市立
①仁比山保育園

　　　神埼市立
③ちよだ保育園

　　　 私立認可保育園
⑤小桜保育園

　　  神埼市立
②西郷保育園

　　神埼市立
④せふり保育園

【独自の取組】

【独自の取組】

【独自の取組】

【独自の取組】

【独自の取組】

　　　　　　　　 ☎52-2952
○所在地　神埼町城原3137
○定　員　100人

★開所時間　※標準時間は全園同じ　市内には、公立・私立あわせて10の保育園があり
ます。神埼市は、県内でも保育園の数が多く、待機児
童はありません。
　「そろそろ保育園に預けようかな･･･」「出産を控え
ているけれど、保育園は入れるかな･･･」と思ってい
るお母さん、お父さん。各園とも独自の取り組みを行っ
ていたり、特色も異なります。下記の情報を参考に、
まずは見学から“保活”を始めて見ませんか。

☎44-6941

○所在地　千代田町境原８

○定　員　150人

○所在地

　神埼町本堀2565-1

○定　員　120人☎52-3345

　　　　　　  ☎53-4881
○所在地　神埼町橫武805-1
○定　員　90人

☎51-9051
○所在地　脊振町広滝594-5
○定　員　35人

・一時預かり保育
・異年齢児保育
・毎月のクッキング
・ランチバイキング
・障がい児保育

・野菜作り
・英語教室
・フッ化物洗口

・一時預かり保育
・異年齢児保育
・毎月のクッキング
・和太鼓　
・ランチバイキング
・英語教室
・フッ化物洗口
・障がい児保育
・広大な畑での野菜作り

・障がい児保育　　　 ・英語で遊ぼう
・一時預かり保育　　 ・サッカー教室
・季節の農業体験
・スイミング教室
・「食」を学ぼう
・親子ふれあい遠足
・身体を作ろう（体育教室）

・一時預かり保育　　　
・毎月のクッキング
・ランチバイキング
・障がい児保育
・フッ化物洗口
・お茶作法

・異年齢児保育
・野菜作り
・英語教室

・一時預かり保育
・フッ化物洗口　
・英語であそぼう
・絵画教室
・調理体験

【保育標準時間】
保育時間 ７：00 ～ 18：00

延長保育時間 18：00 ～ 19：00
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　　  認定こども園
⑧神埼双葉園

　　 認定こども園
⑩神埼こども園

　　　私立認可保育園
⑦ちとせ保育園

　　  私立認可保育園
⑥神埼保育園

　　　認定こども園
⑨大立寺幼稚園

子どもの家保育園

【独自の取組】

【独自の取組】

【独自の取組】

【独自の取組】

【独自の取組】

　　　　　　　 ☎53-4500
○所在地　
　神埼町田道ヶ里2153-5
○定　員
　幼稚園　１号230人
　保育園　２号35人　３号35人

　　　　　   ☎52-3609
○所在地　
　神埼町田道ヶ里2245
○定　員
　幼稚園　１号15人
　保育園　２号61人　３号39人

　　　　　　　　☎44-3144　
○所在地　千代田町嘉納597
○定　員
　幼稚園　１号60人
　保育園　２号35人　３号35人

☎34-6450
○所在地　
　千代田町渡瀬2061-1
○定　員　70人

☎52-3632
○所在地　
　神埼町田道ヶ里2575
○定　員　110人

・フッ化洗口　　　　　　　　・お茶教室
・横峯式教育方法
・スポーツ教室
・英語教室　　　　
・月１回園庭開放
・未就園児とのお遊び会など

・一時預かり保育
・和太鼓
・ＥＣＣ英語教室

・フッ化物洗口
・英語で遊ぼう（外国人講師）
・リトミック（外部講師）
　　　　　　　　　　など

・一時預かり保育　　
・ひよこCafé　　　・ひよこクラブ
・体育教室　　　　・ＥＣＣ英会話
・リトミック教室　・サッカー教室
・スイミングスクール

・一時預かり保育
・農作物栽培体験　　
・親子ふれあい遠足　・煎茶教室
・そろばん教室　　　・スイミング教室

・一時預かり保育　　・フッ化物洗口
・習字教室　　　　　・英語教室
・リトミック

保育園・認定こども園のご案内冊
子を作成しました！福祉課にあり
ますので、ぜひおいでください。

４

１

６

５

８

10

３

２

７

９

《市内保育園マップ》
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心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ（
お
便
り
）職
員
に
感
激

さ
い
ま
し
た
。

　

私
と
母
は
、
ツ
ア
ー
の
集
合
時
間
に
駐
車
場

に
戻
ら
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
大
変

身
勝
手
に
も
、
携
帯
電
話
の
発
見
を
待
た
ず
、

連
絡
先
を
書
い
た
メ
モ
を
お
渡
し
し
、
駐
車
場

へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
の
他
の
参
加
者
が
集
合
時
間
に
な
っ

て
も
戻
ら
れ
ず
、
連
絡
も
取
れ
な
い
と
の
こ
と

で
駐
車
場
に
待
機
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
商
工
観

光
課
の
女
性
か
ら
業
者
様
が
到
着
さ
れ
、
携

帯
電
話
が
見
つ
か
っ
た
と
お
電
話
を
頂
き
ま
し

た
。
私
た
ち
ツ
ア
ー
の
添
乗
員
様
の
指
示
待
ち

で
駐
車
場
か
ら
動
く
こ
と
が
で
き
な
い
旨
を
お

伝
え
す
る
と
、
別
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
駐
車
場

ま
で
届
け
て
下
さ
る
と
の
事
。
そ
の
際
お
詫
び

を
伝
え
た
と
こ
ろ
、商
工
観
光
課
の
女
性
が「
私

の
腕
が
も
う
少
し
長
け
れ
ば
、
も
っ
と
早
く
に

発
見
で
き
て
い
た
の
に
」
と
。

　

こ
ん
な
に
良
く
し
て
い
た
だ
い
た
の
に
、
更

に
、
そ
の
よ
う
な
お
声
か
け
頂
け
る
な
ん
て
、

な
ん
て
素
晴
ら
し
い
方
な
の
だ
ろ
う
と
感
動

し
、
私
は
涙
が
溢
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
雨
の
降
る
中
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
服

を
着
た
男
性
ス
タ
ッ
フ
様
が
、
駐
車
場
ま
で
携

帯
電
話
を
届
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
お
詫
び
申

し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
優
し
い
笑
顔
で
「
ま
た
遊

び
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
」
と
。
な
ん
て
素
敵

な
方
ば
か
り
な
の
だ
ろ
う
と
と
て
も
感
動
し
ま

し
た
。
お
忙
し
い
中
、
当
方
の
不
注
意
で
多
大

　

昨
年
12
月
７
日
早
朝
８
時
前
、
執
務
（
文

書
決
裁
）
一
番
に
、
小
さ
な
文
字
な
が
ら
最

後
ま
で
一
気
に
読
み
終
え
、
嬉
し
さ
の
あ
ま

り
『
あ
り
が
と
う
』
と
呟
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。
昨
年
の
九
年
庵
秋
の
一
般
公
開
時
の
市

職
員
の
対
応
に
対
し
て
お
礼
の
メ
ー
ル
を
い

た
だ
い
た
も
の
で
す
。
こ
こ
に
、
誇
ら
し
い

職
員
が
い
る
こ
と
を
称
え
た
く
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
全
文
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
『
11
月
23
日
、関
西
発
の
旅
行
会
社
ツ
ア
ー

で
、
母
と
二
人
で
九
年
庵
を
訪
れ
ま
し
た
。

午
前
中
の
時
間
帯
で
、
大
混
雑
す
る
会
場
を

丁
寧
に
一
生
懸
命
案
内
さ
れ
て
い
る
ス
タ
ッ

フ
様
の
お
陰
で
、
混
乱
も
な
く
、
無
事
に
九

年
庵
を
鑑
賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

九
年
庵
か
ら
の
帰
り
道
に
仮
設
ト
イ
レ
内

に
、
母
が
携
帯
電
話
を
落
と
し
て
し
ま
い
、

現
地
係
員
の
方
に
お
伝
え
す
る
と
、
商
工
観

光
課
の
女
性
が
対
応
し
て
く
だ
さ
り
、
会
場

整
理
で
大
変
お
忙
し
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
仮

設
ト
イ
レ
の
汚
物
マ
ス
に
腕
を
入
れ
、
隅
々

ま
で
探
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
汚
物
マ
ス

内
を
探
し
な
が
ら
、
同
時
に
も
う
片
方
の
手

に
持
た
れ
た
電
話
で
業
者
様
に
も
連
絡
、
業

者
が
到
着
さ
れ
る
際
の
会
場
へ
の
誘
導
手
配

も
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
間
も
う
ろ
た
え
る

母
に
気
遣
い
や
お
声
か
け
頂
き
な
が
ら
、
汚

物
マ
ス
に
顔
が
引
っ
付
き
そ
う
な
深
さ
ま
で

腕
を
奥
に
入
れ
て
、
一
生
懸
命
探
し
て
く
だ

な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
皆
様
嫌
な
顔
一
つ
な
さ
ら
ず
、
優
し
く

丁
寧
な
ご
対
応
を
い
た
だ
き
、
胸
に
こ
み
上

げ
る
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

本
当
に
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
初
め
て
の
佐
賀
県
訪
問
で
し

た
が
、
と
て
も
思
い
出
深
い
街
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
い
つ
か
必
ず
、
神
埼
市
を
訪
れ

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
た
び
は
大
変
お
世

話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。』

　

以
上
の
文
書
を
見
て
、
市
長
と
し
て
、
職

員
の
行
動
に
誇
ら
し
く
、
目
頭
熱
く
な
り
、

自
慢
し
て
は
ば
か
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
市

報
掲
載
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
読
ん
で
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ

ん
、
い
か
が
で
し
ょ
う
。
本
当
に
う
れ
し
い

で
す
ね
。
私
も
即
、
12
月
７
日
、
川
端
晶
子

さ
ん
（
京
都
府
宇
治
市
）
に
お
礼
と
感
激
の

電
話
を
入
れ
た
次
第
で
す
。

�

神
埼
市
長

　松
本

　茂
幸

《
市
長
の
部
屋
》

　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

　

母
子
保
健
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

妊
婦
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

妊
娠
中
は
、
つ
わ
り
や
女
性
ホ
ル
モ
ン
の

影
響
で
口
の
衛
生
環
境
が
悪
化
し
ま
す
。
歯

周
病
菌
や
炎
症
物
質
は
、
早
産
や
低
体
重
児

出
産
の
危
険
性
を
高
め
、
ま
た
生
ま
れ
た
お

子
さ
ん
に
む
し
歯
菌
を
う
つ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
か
か
り
つ

け
歯
科
医
を
持
ち
、
お
口

の
中
を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

○
対
象
者　

　

母
子
健
康
手
帳
を
交
付
さ
れ
た
妊
婦

○
持
参
す
る
も
の

　

母
子
健
康
手
帳
、
神
埼
市
妊
婦
歯
科
健
康

診
査
受
診
券
、
健
康
保
険
証

○
受
診
期
間　

出
産
日
前
日
ま
で

○
受
診
医
療
機
関　

左
記
参
照
（
要
予
約
）

委 託 医 療 機 関
古賀歯科医院
☎52-1647

福島デンタルクリニック
☎52-2268

こばやし歯科医院
☎55-6030

船津歯科医院
☎52-1391

しばた歯科医院
☎55-9118

江頭歯科医院
☎44-5523

泉福歯科医院
☎52-2839

大櫛歯科矯正歯科医院
☎44-5475

なかはら歯科医院
☎53-1849

中村歯科医院
☎44-2992

永原歯科医院
☎52-2970

中山歯科医院
☎44-4147

神埼市国民健康保険脊振診療所
☎59-2321

市長の部屋・各課からのお知らせ
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◎
問
い
合
わ
せ　

企
画
課　

庁
舎
建
設
１
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
２

新
庁
舎
建
設
に
向
け
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、
合
併
特
例
債
の
活

用
期
限
で
あ
る
平
成
32
年
度
ま

で
の
事
業
完
了
を
目
指
し
て
、

新
庁
舎
建
設
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

現
在
、
昨
年
11
月
に
策
定
し

ま
し
た
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画

を
基
に
、
本
年
３
月
の
完
了
に

向
け
、
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計

を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

○
神
埼
会
場

・
日
時　

１
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～

・
場
所　

神
埼
市
中
央
公
民
館

○
千
代
田
会
場

・
日
時　

２
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～

・
場
所　

千
代
田
庁
舎

○
脊
振
会
場

・
日
時　

２
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
６
時
～

・
場
所　

脊
振
公
民
館

※
ど
の
会
場
も
、
説
明
す
る
内

容
は
同
じ
で
す
の
で
、
参
加

で
き
る
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◆
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
ま
す

○
募
集
期
間

　

１
月
28
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　

２
月
10
日（
金
）

○
提
出
方
法
な
ど

・
企
画
課
、
各
支
所
総
合
窓
口

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確

認
で
き
ま
す
。

【
新
庁
舎
建
設
】

　
h
ttp
://w

w
w
.c
ity
.

k
a
n
z
a
k
i.s
a
g
a
.jp
/

m
ain/5

1
6
4
.htm

l

　

市
で
は
、利
便
性
を
考
慮
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
身

近
な
庁
舎
と
す
る
た
め
、
新
庁

舎
建
設
に
関
す
る
説
明
会
の

開
催
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
で
、
ご
意
見
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
る
庁
舎
を
目
指
し
、
い
た
だ

い
た
ご
意
見
は
、
基
本
設
計
や

実
施
設
計
の
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

夜の市長室 どんなことでも構いません。皆さまの声をお聞かせください！

◎問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎37-0088

　○今後の予定
と　き ところ

１月10日（火） 19：00 ～ 21：00 神埼市役所
２月７日（火） 18：00 ～ 20：00 千代田支所

※当日は来庁順で受け付けを行います
（１組30分程度）。

※お住まいの地区に関係なくお越しい
ただけます。

※１月は、時間が変更となっています
ので、ご注意ください。

12月分の脊振支所開催分には、４組６人が来庁されました。

　
　補
正
予
算
な
ど
審
議

～
11
月
議
会
開
か
れ
る
～

◎
問
い
合
わ
せ　

財
政
課　

財
政
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
１

　

市
議
会
11
月
定
例
会
が
、
11
月
25
日
か
ら
12
月
21
日
ま
で
の
27
日
間
開
か
れ
、

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
18
件
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
億
３
，１
７
７
万
３
千
円
を

追
加
し
、
１
５
４
億
５
，２
４
１
万
５
千
円
の
歳
入
歳
出
総
額
と
な
り
ま
し
た
。

●一般会計補正予算の主な事業（☆は新規事業★は国の第２次補正予算対応事業） （単位：千円）

事業名 補正予算額 事業の内容 担当課

☆
保育所等にお
ける業務効率
化推進事業

4,200

私立保育所等における保育士の業務負担軽
減を図るため、国庫補助事業を活用してＩ
ＣＴ化推進のための保育システムの購入に
必要な費用を支援する。また、保育所等に
おける事故防止や事故後の検証のためのカ
メラの設置に必要な費用を支援する。

福祉課
☎37-0110

☆
タマネギべと
病緊急特別対
策事業

276

近年、発生が拡大し、タマネギに大きな被
害を及ぼしている「べと病」の防除対策を
早急に確立・普及させることにより、被害
軽減を図り、農業経営の安定を図る。

農政水産課
☎37-0117

★ 農業基盤整備
促進事業 570,400

担い手への農地集積を加速するため、農道
や農業用用排水路など、耐用年数を迎える
農業施設の適切な保全管理を地域の実情に
応じて実施し、農業競争力の強化を図る。

★
クリーク防災
機能保全対策
事業

31,800

法面等の崩落により隣接する道路や農地等
への浸食被害を及ぼしているクリークの状
況を改善するとともに、本来のクリークの
持つ洪水貯留施設としての機能を回復させ
ることを目的とする。

★

道路橋梁新設
改良事業

（社会資本整
備 総 合 交 付
金）

2,500

国営千代田西１号線をはじめ、市道路ス
トックである橋梁、法面、舗装を適正に管
理するため、引き続き改良や長寿命化、修
繕工事を実施する。

建設課
☎37-0103
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　学校教育課は、学校教育総務課と社会教育課とともに、千
代田支所の教育委員会事務局にあります。
　全部で10校ある神埼市立小・中学校での教育を充実させる
ため、学校教育のサポートをすることが主な業務です。　　
　また、入学式や運動会などの学校行事の広報、児童・生徒
の就学関係事務なども扱っています。
　他国との国際交流にも取り組んでおり、脊振中学校と中国
の山西大学附属中学校の交流事業を毎年行っています。
　平成28年度からは、韓国にある朗

ナン

州
ジュ

中学校・三
サム

湖
ホ

西
ソ

中学校
と、神埼中学校・千代田中学校がそれぞれ姉妹校締結をし、
交流を始めました。
　少子化が進み、児童・
生徒数が減少していく
中、より魅力のある学校
づくりを心がけ、教育と
学校のあり方について検
討しています。

・学校への指導
・学校教育に関する届出・申請の収受
・学校行事の広報
・学校職員の服務関係事務
・児童・生徒の就学関係事務
・学校に関する統計資料の作成

主な業務

 

学校教育課
☎44-2384

輝ける未来のために･･･
～私たち、こんな仕事をしています！～

【No. ９】

韓国霊岩郡との絆深まる
　11月８日～ 10日の３日間、韓国霊岩郡にある三

サム

湖
ホ

西
ソ

中学校の生徒代表と学校関係者が神埼市を友好
訪問され、千代田中学校との姉妹校締結をされまし
た。
　また、14日～ 16日には、同じ霊岩郡の朗

ナン

州
ジュ

中学
校からも訪問団が訪れ、神埼中学校との姉妹校締結
をされました。
　この交流は、４世紀頃に漢字をはじめとする百済
文化を日本へ伝えたといわれる、王仁博士のつなが
りがきっかけで、今年度から始まりました。
　千代田中学校、神埼中学校ともお互いの歌や踊り
を披露し、授業体験や給食を通して交流を深めまし
た。
　また、訪問団は、神埼町竹原地区にある「王仁天
満宮」や吉野ヶ里遺跡を訪れ、両国のつながりを再
確認されました。

　短い滞在期間でしたが、日本の文化を感じていた
だき、充実した交流となりました。

写真左後ろ
前田浩己係長、
左前　石橋和幸
右側　野中信吾

▲

今年度からの
ニューフェイスです！
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　学校教育総務課は、千代田支所の教育委員会事務局にあります。
　神埼市には現在、小学校が７校、中学校が３校の計10校の小・
中学校があります。
　私たちの仕事は、将来を担う子どもたちが安心して教育を受
けられる環境を整えることです。　　
　主な業務として、学校施設の維持管理や整備、保護者の負担
を減らすための就学援助や各種補助金交付など様々な事業があ
ります。最近は、各学校のエアコン設置、校舎外壁改修工事等
の大型事業を行いました。
　また、今年からは各学校の体育館改修工事を進めていくよう
にしています。授業では電子黒板などのＩＣＴ化が進んでおり
教育環境は時代とともに進化しています。
　普段市民の皆さんと接する機会が少ない部署ですが、神埼市
の未来を担う子どもたちのために日々奮闘しています。

　神埼市学校給食共同調理場は、神埼町横武地区にあり、横
武クリーク公園に隣接しています。現在、市内10校の小・中
学校に１日約3,000食の給食を届けています。
　給食の献立は２人の栄養教諭が毎月交替で、子どもたちの
健やかな成長を願いつつ立てています。安心で安全な給食の
提供を通して、食の大切さや感謝の心を育んでもらえればと
思います。
　調理場では、子ども達が食べている給食を広く知っていた
だくため、市民の皆さんに随時、調理場の見学や給食の試食
を行っています。試食を希望される場合は、事前に予約が必
要となりますので、まずは
お電話でお尋ねください。
　今後も、安心・安全な給
食の提供に職員一同取り組
みます。

・定例教育委員会の開催
　教育長、教育委員５人の計６人で構成さ

れ毎月開催される。各種教育行政や条例
の制定などが議論される。

・各種補助金交付
　就学援助、幼稚園奨励費、部活動派遣費

補助、中学校生徒通学用補助、学力向上
補助、高校生通学費助成など

・学校施設管理
　各施設の保守点検に関する委託業務、破

損劣化による修繕工事、学校備品の購入
など

・学校施設整備
　学校の工事計画、耐震工事、施設整備に

関する工事など
・その他の行事
　神埼市「教育の日」記念行事、学校間の

国際交流事業など

・学校給食に関すること
・共同調理場の管理運営に関すること

主な業務

主な業務

 

 

学校教育総務課

学校給食共同調理場

☎44-2296

☎51-4008

▲神埼市学校給食共同調理場
　（横武地区）

上記業務を
頑張って
　　ます！
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あなたの身近な相談者
～民生委員・児童委員の紹介～

　民生委員・児童委員（76人）が、平成28年12月１日付けで厚生労働大臣から
委嘱されました。任期は３年です。
　民生委員・児童委員は、それぞれの担当地区の児童問題、母子父子世帯、高齢
者福祉、保健環境衛生、低所得世帯援護、障がい福祉など全般についての相談支
援をしていただくことになっています。
　悩み事などある場合は、お近くの民生委員・児童委員にご相談ください。（敬称略）

境 史千代

貞島 弘美

三井所 敏行

川原 由江

朝日 朝子

嘉村 定枝

清流 裕子

伊香賀 千代子

柴田 澄子

大友 公子

藤田 小夜子

古沢 美奈子

池田 正嗣

石井 厚子

藤瀨 　正

牟田 忠昭

大久保 利之

田中 雅代

中園 富子

新郷 武則

八谷 幸夫

坂井　忍

木下 國茂

佐藤 早世子

内村 由利子吉田 砂子馬郡 登母子

山﨑 瑞男

平山 舛實

川副 孝允

増田 洋一

平　和男

緒方 照幸

井上 佐智子葊島 洋子増田 和之

　地域において児童福祉に関
する事項を専門的に担当しま
す。
　区域を担当する児童委員と
一体となり、児童福祉の向上
を図ります。（敬称略）

◆主任児童委員 ＜神埼町＞ ＜千代田町＞ ＜脊振町＞

神埼町民生委員・児童委員（36人）
氏　　　名 担当地区

山 﨑 瑞 男 一丁目
池 田 正 嗣 二丁目（馬場川以西）  
中 園 富 子 二丁目（馬場川以東）
清 流 裕 子 三丁目
野 口 千 秋 四丁目
境　　　史千代 協和町
川 副 孝 允 西小津ヶ里
藤 瀨　　 正 小津ヶ里　　
八 谷 幸 夫 永歌・大門
柴 田 澄 子 本堀北（町裏）
副 島 敏 則 本堀中（本村）
三井所　敏　行 本堀南（村下）
平　　 和 男 荒堅目・野目ヶ里・蔵戸・曽根ヶ里
大久保　利　之 出来町
木 下 國 茂 神納・大依・田道
藤　田　小夜子 駅ヶ里
福　島　麻　子 駅通り
朝 日 朝 子 平ヶ里
平 山 舛 實 横武・上六丁・下六丁
石 井 厚 子 池辺田・山田・鶴田
新 郷 武 則 莞牟田・本告牟田
伊香賀　千代子 姉川東分 ・ 姉川西分
西牟田　松　代 尾崎東分・岩田
貞 島 弘 美 尾崎西分・戸井土
増 田 洋 一 伏部・野寄・柏原・平山・唐香原
牟 田 忠 昭 野田・川寄・利田・猪面
坂　井　　　忍 犬の目
大 友 公 子 鶴西・鶴東
吉 山 康 子 石井ヶ里・馬郡
川 原 由 江 右原・竹原
緒 方 照 幸 二子・八子
田 中 雅 代 朝日・城原
佐　藤　早世子 志波屋・東山
古　沢　美奈子 三谷
黒 田　　 洋 的
嘉 村 定 枝 小渕・仁比山

※姉川上分・下分地区の民生・児童委
　員は、決まり次第お知らせします。

野口 千秋

西牟田 松代

副島 敏則

吉山 康子

福島 麻記子

黒田　洋
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千代田町民生委員・児童委員（24人）
氏　　　名 担当地区

山　田　きよ子 黒 津
深 堀 時 子 﨑 村
実 松 政 子 下神代・上神代
山 口 一 德 快楽・渡瀬・龍尾
中 村 暁 子 栁島・大島
石　河　美智子 迎島 ・出来島 
原 口 和 子 中津・大野・林慶
　 江 礼 子 小鹿・用作・柴尾・小森田
重 松 美 文 上直鳥
永　原　よし子 下直鳥
古　賀　みゆき 姉
八　谷　美智子 乙南里・新宿･大石
米 倉 弘 之 上黒井・下黒井・十条
樋　口　千代子 嘉納・丙太田
島　　 栄 子 丁太田・上地・こすもす苑
山 口 和 馬 詫東 ・ 詫西
田　中　礼次郎 高志・下板・藤西・又南里・藤東
御 厨 光 雄 原の町・境原
北 原 清 幸 上犬童
小　栁　たみ子 下犬童
宮　地　惠津子 餘江・川崎
朝 日 容 子 東野ヶ里
渡　瀬　常四郎 上西・仲田町団地
江 頭 晴 美 下 西・仁戸田

脊振町民生委員・児童委員（９人）
氏　　　名 担当地区

石 松 律 子 広滝東・広滝西
芦 原 宏 海 広滝下
森 﨑 三 善 岩屋・政所・倉谷・今屋敷
八　谷　多津美 一番ヶ瀬上、下
井　上　ツギヱ 頭野・服巻
石 松 隆 雄 田中 ・ 古賀ノ尾 ・ 犬井谷
服 巻 成 典 伊福・一谷・竜作 ・ 白木
西久保　玲　子 東鹿路・大楮・鹿路上、下
坂　井　みち子 鳥羽院 上、下 坂井 みち子

山口 一德

北原 清幸

江頭 晴美

重松 美文

樋口 千代子

八谷 多津美

服巻 成典

芦原 宏海 井上 ツギヱ

西久保 玲子

森﨑 三善

石松 隆雄

山田 きよ子

山口 和馬

宮地 惠津子

石河 美智子

古賀 みゆき

石松 律子

　

退　

任

　

平
成
28
年
11
月
30
日
付
け
で
、
次

の
方
々
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
の
向
上

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

◆
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
（
神
埼
町
）

　

西
村
ミ
サ
コ
・
田
原
紘
子
・
秋
山

晴
久
・
鴨
川
教
代
・
石
丸
時
雄
・

中
原
義
高
・
松
永
茂
・
古
賀
敏
昭
・

牟
田
茂
敏
・
橘
節
子
・
馬
塲
久
嗣
・

城
島
勝
敏
・
田
中
守
・
古
瀬
祐
嗣
・

島
昌
代
・
島
正
博
・
中
原
和
之
・

手
塚
則
孝
・
寺
㟢
ま
り
子
・
原
猛
・

梅
野
淑
子

　
（
千
代
田
町
）

　

山
田
淸
子
・
野
口
み
や
子
・
實
松

京
子
・
田
中
和
昭
・
貞
島
幸
子
・

岸
川
洋
子
・
原
幸
子
・
重
松
光
枝
・

中
原
佳
子
・
黒
田
郁
子
・
陣
内
清

吾
・
山
田
明
美
・
垣
永
末
弘
・
垣

永
正
記
・

木
輝
子
・
篠
原
真
佳

男
・
緒
方
知
子
・
宮
地
真
智
江
・

井
上
栄
子
・
金
子
邦
子

　
（
脊
振
町
）

　

池
田
好
昭
・
中
村
肇
・
大
澤
キ
ク

ヱ
・
納
富
照
海
・
合
田
信
彦

●
主
任
児
童
委
員

　

松
永
早
苗
・
樋
口
裕
章

深堀 時子

朝日 容子

原口 和子

八谷 美智子

田中 礼次郎

中村 暁子

永原 よし子

島　栄子

小栁 たみ子

実松 政子

御厨 光雄

渡瀬 常四郎

　江 礼子

米倉 弘之
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◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

母
子
保
健
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

今
年
度
最
後
の
住
民
総
合
健
診

～
ま
だ
健
診（
検
診
）が
お
済
み
で
な
い
方
へ
～

風
し
ん
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す

費
用
助
成
は
今
年
度
ま
で
で
す

　

平
成
28
年
度
は
、
７
～
９
月
に

か
け
て
住
民
総
合
健
診
を
行
い
、

約
２
，４
０
０
人
の
方
が
受
診
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
今
年
の
健
診
が
お
済
み

で
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

受
診
し
、
健
康
管
理
に
役
立
て
ま

し
ょ
う
。

　

妊
娠
中
の
女
性
が
風
し
ん
に
か

か
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
の
目
や
耳
、

心
臓
な
ど
に
障
が
い
が
出
る
「
先

天
性
風
し
ん
症
候
群
」
が
発
生
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
女
性
が
安
心

し
て
妊
娠
・
出
産
で
き
る
よ
う
に
、

風
し
ん
予
防
接
種
の
費
用
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

○
助
成
期
間　

３
月
31
日
ま
で

○
助
成
内
容

　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

（
ま
た
は
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
）
予

防
接
種
費
用
の
全
部
。
助
成
回
数

は
、
一
人
１
回
の
み
で
す
。

○
と
き　

１
月
30
日
（
月
）

○
受
付
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
～
10
時

○
場
所　

　

千
代
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

※
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、
佐
賀

県
成
人
病
予
防
セ
ン
タ
ー
で
の

「
毎
日
健
診
」（
平
日
の
予
約
制
）

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

　

市
内
に
住
所
の
あ
る
、
妊
娠
を

予
定
ま
た
は
希
望
す
る
女
性
、
風

疹
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
同
居
者

で
、
次
の
条
件
の
い
ず
れ
か
を
満

た
す
方

・
風
し
ん
に
罹
患
し
た
こ
と
が
な

く
、
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
方

・
風
し
ん
罹
患
ま
た
は
風
し
ん
ワ

ク
チ
ン
接
種
歴
が
不
明
の
方

・
風
し
ん
罹
患
、
風
し
ん
ワ
ク
チ

ン
接
種
歴
を
問
わ
ず
、
風
疹
Ｈ

Ｉ
抗
体
価
が
16
倍
以
下
の
方

○
申
請
場
所

・
神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

・
千
代
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
申
請
者　

本
人
か
同
居
家
族

○
持
参
す
る
も
の

・
窓
口
に
申
請
に
来
る
方
の
身
分

証
明
書
（
健
康
保
険
証
、
運
転

免
許
証
な
ど
）

・
印
か
ん

・
風
疹
抗
体
価
が
低
い
と
分
か
っ

て
い
る
方
は
、
抗
体
価
が
わ
か

る
も
の

・
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
同
居
者

は
、
妊
婦
の
母
子
健
康
手
帳

○実施する健診項目
項　目 対象者 内　容 負担金

若年健診 20～39歳 血液検査・尿検査・身体
計測・血圧測定・診察 400円

神埼市国保
特定健診

40歳～
受診当日74歳

血液検査・尿検査・身体計
測・血圧測定・心電図・診察 1,000円

後期高齢者
健診

後期高齢者医療
保険加入者

（75歳以上等）

血液検査・尿検査・身体
計測・血圧測定・診察 無料

結核・肺がん
検診 40歳以上

胸部レントゲン検査
（65歳以上の方は結核検
診を追加）

500円

喀痰検査 50歳以上
喀痰検査

（肺がん検診受診者のう
ち必要者のみ）

500円

胃がん検診 40歳以上 バリウム投与による胃透視 500円
大腸がん検診 40歳以上 便潜血反応検査（２日法） 500円
前立腺がん

検診 50歳以上男性 血液によるＰＳＡ検査 500円

肝炎
ウイルス検査 20歳以上

Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス
検査
※過去に検査歴がない

方のみ

無料

継続してゆっくりしっかり学ぶレギュラーコース
　月額 12,000円（税別・週1回×4）、期間は３カ月以上～好きなだけ
　新しい習い事は 脳に良い刺激 となるそうです。一人一人のペースに合わ
　せて無理なく楽しく♪中高年（最高齢80歳代）の方が多数学習中！

上峰町坊所3231－1－1－201 上峰中から300ｍ 駐車場完備

予約制　まずお電話を！担当：飯田恵子
☆個別指導だから安心☆

随時入会可

0952－52－8110
パソコン個別指導　生徒さん募集

ケイアンドジェイぱそこん教室
１レッスン２時間　開始時刻：9：30、13：00　土日祝も営業　不定休

神埼市神埼町本堀 3187番地 3
（旧　松永嶺子事務所）
 ☎　　0952－53－5105
FAX　 0952－53－2713

有
料
広
告

有
料
広
告

各課からのお知らせ
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神埼市国民健康保険にご加入の40歳から75歳未満の方へのお知らせ

１年に一度は特定健診で健康チェック!!
～特定健診を健康づくりのバロメーターにしましょう～

◎問い合わせ　市民課　国保医療係　☎37-0115

けんしんくん

　特定健診とは、心臓病や脳卒中など生活習慣病の前兆となる「メタボリックシンドロー
ム（メタボ）」に着目した健診です。神埼市国民健康保険では、40歳以上75歳未満の方を
対象に実施しています。
　健康づくりに欠かせない習慣として１年に一度、必ず特定健診を受けましょう。

【特定健診を受診すると･･･こんな「イイコト」があります！】

【神埼市国保特定健診の受診状況（県内比較）】
～佐賀県国保連合会より～

◆なんと言っても1,000円で受けられる！
　神埼市国保特定健診では、基本的な検査項目のほ
か尿酸、血清クレアチニン検査、HbA1c、尿潜血、
心電図検査*を追加することで検査項目の充実を図っ
ています。
　約7,300円の検査内容を1,000円で受けることが
できます。

（*心電図検査は、集団健診、毎日健診、神埼市郡医
師会での個別健診にて受診可能）

◆からだと医療費の負担を軽くできる
　健診を受ける時間や費用がもったいない･･･と思っ
ていませんか？万一病気で倒れてしまったら、早期
に発見された場合とは比較にならないほど多くの時
間と医療費を費やしてしまいます。そして日常生活
や仕事に多大な影響を与えてしまいます。特定健診
を受けるのは年に一度、数時間です。特定健診は、
健康なうちから受診することで、自覚症状がなく進
行する生活習慣病を発見できます。

◆自分のからだの状態がわかり、早い段階で生
　活習慣病の芽が摘めます
　生活習慣病の多くは、進行していてもとくに自覚
症状がありません。「体調がいいから健康」と思って
いても、体の中では異常が進行し、放っておくと脳
卒中や心臓病など命にかかわる病気を引き起こしま
す。毎年、特定健診を受けることで、早い段階で体
に起こっている異常に気づくことができるので、生
活習慣見直しのきっかけになります。

◆健診後の保健指導を受けることができます
　特定健診の結果は、「情報提供」「動機づけ支援」「積
極的支援」の３つのレベルに分けられます。
　生活習慣等の改善が必要と判定された「動機づけ
支援」「積極的支援」の方は、特定保健指導として、
保健師や管理栄養士から生活習慣改善のためのアド
バイスやサポートが受けられます。

 

 ご存知
ですか？

通院中の方も
特定健診の対象です！
　特定健診は、病気にならないた

めに、いち早く異常を発見するこ

とを主眼としています。病院で行

う「早期治療」のための検査とは

目的が違いますので、通院中の方

もぜひ受診してください。

まだ間に合う！これから受けられる今年度の特定健診
◆集団健診の追加開催
○とき　１月30日（月）
○受付時間　午前８時30分～ 10時
○健診場所　千代田町保健センター

◆集団健診以外では･･･
　「個別健診」と「毎日健診」で受診することができます。
・個別健診とは、県内の登録医療機関で受診する方法。
・毎日健診は、佐賀県医師会成人病予防センター（☎31-

8835）で受診する方法。
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各課からのお知らせ

医療費助成を高校生等まで拡充!
現物給付化がスタート!!

　平成29年４月１日から、子育て世帯の経済的負担
軽減および市内への移住・定住促進を目的として、小・
中学生医療費助成対象者を高校生等まで拡充し、入院・
通院費等の一部負担金の助成を実施します。さらに、
小学生から高校生等についても、現物給付（県内医療
機関のみ）を行います。
◎問い合わせ　
　市民課　国保医療係　☎37-0115

＜変更点＞
・医療費助成対象者が小・中学生から小・中・高校生

等へ（就労中の方も対象）
・県内医療機関受診分の助成方法が償還払いから現物

給付へ
・保護者負担額の見直し

《現行の制度》（平成29年３月受診分まで）

対象者 助成方法 助成範囲 保護者負担額

小・中学生 償還払い
入院
通院
調剤

児童・生徒一人につき
月額　500円

《制度改正後》（平成29年４月受診分から）

対象者 助成方法 助成範囲 保護者負担額

小・中学生および高校生等
現物給付

　※県外医療機関受診分については、
　　償還払い

入院
１医療機関につき
月額上限1,000円

通院
１医療機関につき
月額上限500円×２回

調剤 無料

 

★現物給付　受給資格証を提示することで、医療機関窓口での保護者負担額が一定額までとなる方式

★償還払い　医療機関窓口で医療費の一部負担額（３割）を支払った後、市への申請により保護者負担額を除い

　　　　　　た医療費が返還される方式

※保険適用外（容器代・文書代・差額ベッド代・予防接種・健康診断等）、食事療養費等は助成対象外です。

※平成29年３月までの受診分については、現行の小・中学生医療費助成制度が適用されます。

※月途中で健康保険が変わった場合、保険毎に保護者負担額が発生します。

＜受給者の登録＞
・現在、小・中学生医療費助成制度に登録されて

いる方には、３月末までに保護者宛に受給資格
証を送付します。改めて登録手続きを行う必要
はありません。

　次に該当する方は、新規の受給資格登録手続き
が必要です。対象の方には、個別に通知します。
・小・中学生のお子さまをお持ちの方で、現在、

ひとり親家庭等医療費助成制度、重度心身障害
者医療費助成制度を受給されている方。

・平成29年度に、小学１年・高校２、３年に該当
する年齢の方。

　登録申請書に必要事項を記入し、市民課へ提出
してください。（郵送可）詳しくは、市民課へお問
い合わせください。
　受給資格証の発送は、登録後となりますので早
めの申請をお願いします。
※現行の６歳未満の子どもの医療費

助成制度については、変更ありま
せん。

変更
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◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

国
保
医
療
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

現
物
給
付
が
始
ま
り
ま
す　

小
・
中
学
生
医
療
費
助
成
申
請
書
は
早
め
の
提
出
を
！

　

今
年
度
も
残
り
３
ヶ
月
を
切
り

ま
し
た
。
お
子
さ
ま
の
医
療
費
助

成
申
請
書
の
提
出
は
お
済
み
で

し
ょ
う
か
。

　

診
療
か
ら
日
に
ち
が
経
つ
と
、

つ
い
つ
い
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
４
月
診
療
分
か
ら

は
、
今
年
度
ま
で
の
償
還
払
い
か

ら
現
物
給
付
に
変
わ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
前
に
整
理
を
行
い
、
未

提
出
の
分
は
早
め
に
申
請
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

○
注
意

・
入
院
な
ど
で
医
療
費
が

高
額
の
場
合
･
･
･

　

高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
場
合

は
、
先
に
ご
加
入
の
健
康
保
険
者

へ
高
額
療
養
費
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
ま
ず
、
高
額
療
養

費
の
該
当
の
有
無
や
該
当
さ
れ
た

場
合
の
お
手
続
き
に
つ
い
て
、
ご

加
入
の
健
康
保
険
者
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　

健
康
保
険
者
か
ら
高
額
療
養
費

の
支
給
が
あ
っ
た
後
に
、「
支
給

金
額
が
分
か
る
書
類
（
支
払
通
知

な
ど
）」
と
「
領
収
書
原
本
」
を

申
請
書
に
添
付
し
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

付
加
給
付
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の

額
も
除
い
た
分
が
助
成
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
金
額
が
分
か
る
書
類
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

高
額
療
養
費
等
の
該
当
が
な
け
れ

ば
、
他
と
同
様
に
領
収
書
原
本
を
添

付
の
う
え
提
出
し
、
窓
口
で
そ
の
旨

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※
平
成
28
年
度
受
診
分
は
現
行
の

「
小
・
中
学
生
医
療
費
助
成
制
度
」

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

・
申
請
書
は
、
月
途
中
で
は
な
く
、

ひ
と
月
終
わ
っ
て
か
ら
、
作
成
し

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
請
期
間
は
診
療
月
の
翌
月
か
ら

1
年
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

書
類
不
備
等
で
受
理
で
き
ず
一
旦

お
返
し
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

（
高
額
療
養
費
該
当
の
有
無
の
確

認
が
必
要
な
場
合
や
医
療
機
関
の

印
鑑
も
れ
の
場
合
な
ど
）

※
申
請
期
間
を
過
ぎ
た
も
の
は
助
成

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
小
・
中
学
生
医
療
費
助
成
の

　

申
請
手
順

①
医
療
機
関
で
一
部
負
担
額
（
３

割
）
を
支
払
う
。

②
「
小
・
中
学
生
医
療
費
助
成
申

請
書
（
様
式
３
号
）」
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
領
収
書
（
原

本
）
を
添
付
す
る
。

※
「
受
診
者
」「
医
療
機
関
（
入
院
・

外
来
・
調
剤
）」「
診
療
月
」
ご

と
に
申
請
書
を
作
成
。

※
領
収
書
（
原
本
）
は
、
受
診
者

氏
名
・
診
療
年
月
・
診
療
点
数
・

金
額
・
医
療
機
関
名
が
明
記
さ

れ
て
い
る
も
の（
領
収
印
有
り
）

が
必
要
で
す
。
領
収
書
が
な
い

場
合
は
、
申
請
書
の
「
医
療
機

関
等
記
入
欄
へ
の
証
明
」
を
医
療

機
関
か
ら
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
申
請
書
を
市
民
課
総
合
窓
口
ま

た
は
各
支
所
総
合
窓
口
に
提
出

す
る
。

【
振
込
に
つ
い
て
】

　

申
請
月
の
翌
月
25
日
の
支
払
予

定
。
診
療
や
領
収
書
に
関
し
て
調

査
が
必
要
な
場
合
は
、
振
込
が
遅

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　　

本
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
神
埼
市
役
所
本
庁
と
千
代
田
支
所
、
脊
振
支

所
の
３
会
場
で
巡
回
相
談
（
予
約
優
先
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

巡
回
相
談
で
は
「
仕
事
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
」「
生
活
が
苦
し

い
」「
生
活
に
困
っ
て
い
る
が
、
ど
こ
の
窓
口
に
相
談
し
て
い
い
か
分
か

ら
な
い
」
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
Ｐ
34
に
関
連
記
事
あ
り

仕
事
や
生
活
の
悩
み
を相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◎
問
い
合
わ
せ　

神
埼
市
生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
千
代
田
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
９
７
‐
６
７
３
０

神埼市生活自立支援センター巡回相談
場
所 脊振支所 神埼市役所

福祉課相談室 千代田支所

時
間 ９：30～12：00 ９：00～12：00 ９：00～12：00

巡
回
日

１月４日（水）
（１号会議室） １月11日（水） １月18日（水）

（1-1会議室西側）
２月１日（水）
（１号会議室） ２月８日（水） ２月15日（水）

（2-2会議室東側）
３月１日（水）
（４号会議室） ３月８日（水） ３月15日（水）

（2-2会議室東側）

　
　◎

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

財
政
課

契
約
管
財
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
１

平
成
29
・
30
年
度
競
争
入
札

参
加
資
格
申
請
の
受
付
を
開
始

　

平
成
29
・
30
年
度
発
注
工
事

等
の
入
札
に
係
る
競
争
入
札
参

加
資
格
申
請
（
建
設
工
事
、
コ

ン
サ
ル
、
浄
化
槽
設
置
工
事
、

物
品
お
よ
び
庁
舎
等
維
持
管

理
）
の
受
付
を
左
記
の
日
程
で

行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

　

１
月
４
日
（
水
）
～

２
月
28
日
（
火
）
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各課からのお知らせ

有
料
広
告

ノロウイルスによる
感染性胃腸炎・食中毒を予防しましょう

◎問い合わせ　健康増進課　母子保健係　☎51-1234

　ノロウイルスは、手指や食品などを介して経口感染
し、腸管で増殖し、おう吐・下痢・腹痛などを起こします。

（感染から発症まで24 ～ 48時間）
　健康な方は、軽い風邪のような症状で回復すること
もありますが、子どもやお年寄りなどでは重症化した
り、おう吐物を詰まらせる恐れも
あるため注意が必要です。

◆感染経路
①人からの感染
・患者の便やおう吐物から人の手などを介して二次感

染する場合
・家庭や施設内などでの飛沫などにより感染する場合
②食品からの感染
・感染した人が調理などをして汚染された食品を食べ

た場合
・ウイルスの蓄積した、加熱不十分な二枚貝などを食

べた場合

◆予防対策
①「手洗い」をしっかりと！
　食事前、トイレの後、調理前後は、石けんでよく洗い、
温水による流水で十分に流しましょう。
※アルコール消毒は、ノロウイルスにはあまり効果が

ないといわれていますのでご注意ください。

②「人からの感染」を防ぐ！
　感染した人の便やおう吐物を適切に処理しましょう。

③「食品からの感染」を防ぐ！
　加熱して食べる食材は、中心部までしっかり加熱（中
心部が85℃以上で90秒間以上）しましょう。
　まな板、包丁、食器、ふきん
などは使用後すぐ洗いましょう。
熱湯（85℃以上）で１分以上の
加熱消毒が有効です。

◆おう吐物（吐いたもの）の処理方法

【準備するもの】
□使い捨てタオル、新聞紙、ペーパータオルなど
□マスク（ない場合は、タオル等で口と鼻を覆う）
□ハイターやミルトンなどの塩素系漂白剤と水
　（500mlの水に５％の塩素系漂白剤をペットボトルのキャップ２杯）

～手順～
①処理をする前に、マスク、使い捨て手袋等を着用します。
②おう吐物は、水でぬらした新聞紙等で外側から内側に向

けて静かに拭き取ります。
③水で薄めた塩素系漂白剤をペーパータオル等に染み込ま

せて、できるだけ広い範囲を浸すように拭き取ります。
④ビニール袋におう吐物と拭き取った新聞紙等を入れ、口

をしっかり縛ります。
⑤別のビニール袋に密閉して廃棄します。
※手袋を脱いだ後は、必ず最後に石けんでよく手を洗って

ください。

□ビニール袋（数枚）
□使い捨て手袋（ない場合はゴム手袋）
□手洗い用の石けん

詳しくは、厚生労働
省HP「ノロウイル
スに関するＱ＆Ａ」
をご参照ください。
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平
成
28
年
分
所
得
税
確
定
申
告

　
　平
成
29
年
度
市
県
民
税
申
告
の
お
知
ら
せ

◎
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

市
民
税
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
４

　

平
成
28
年
中
の
所
得
の
申
告

は
、
平
成
28
年
分
の
所
得
税
を
確

定
す
る
と
と
も
に
、
平
成
29
年
度

市
県
民
税
を
計
算
す
る
上
で
重
要

な
資
料
に
な
り
ま
す
。

　

正
し
い
税
額
を
計
算
す
る
た
め

に
、
所
得
や
控
除
等
を
申
告
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
期
間
内
の
申
告
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
告
相
談
受
付

○
期
間　

　

２
月
16
日
（
木
）
～

　
　
　
　
　
　

３
月
15
日
（
水
）

※
土
、
日
曜
日
を
除
く
。

○
時
間

　

午
前
：
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　

午
後
：
午
後
１
時
～
５
時

※
た
だ
し
、
神
埼
会
場
で
は
毎
週

火
曜
日
の
み
午
後
７
時
ま
で
行

い
ま
す
。

　

青
色
申
告
、
土
地
や
株
式
の
譲

渡
所
得
等
が
あ
る
方
は
、
鳥
栖
税

務
署
で
の
申
告
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

平
成
28
年
分
の
申
告
か
ら
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
記

載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知

カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
な
ど
身
分

証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
と
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
の

詳
細
は
、
市
民
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

　

市
役
所
等
の
相
談
会
場
で
、
書
面

に
よ
り
申
告
書
を
提
出
さ
れ
た
方

は
、
平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
か
ら

申
告
書
の
送
付
に
代
え
て
「
確
定
申

告
の
お
知
ら
せ
」（
は
が
き
）
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

※
「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
に

は
、
確
定
申
告
書
の
作
成
に
必
要

な
「
受
付
期
間
」「
納
期
限
」
お

よ
び
「
予
定
納
税
額
」
等
の
情
報

を
記
載
し
て
い
ま
す
。

◎
「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

鳥
栖
税
務
署　

　

☎
０
９
４
２
‐
８
２
‐
２
１
８
５

場　所 受付期間

神埼会場
神埼市中央公民館
（第１研修室）

２月16日（木）～３月15日(水)
千代田会場

千代田支所
（1-1会議室）

脊振会場
脊振支所

（１号会議室）

２月16日（木）～３月３日(金)
※３月６日（月）以降は、上記２会場での
　受付となりますのでご注意ください。

※地区別の相談日は、市報かんざき２月号でお知らせします。

　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

市
民
税
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
４

軽
自
動
車
の
廃
車
・
名
義
変
更
手
続
き
は

お
早
め
に

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
対
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

所
有
者
の
変
更
、
譲
渡
、
盗

難
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
な
ど
で
現
在
所

有
さ
れ
て
い
な
い
車
両
、
ま
た
は

※
な
お
、
４
月
２
日
以
降
に
手
続

き
を
行
っ
て
も
、
平
成
29
年
度

課
税
分
は
取
り
消
し
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
軽

自
動
車
税
に
月
割
制
度
は
あ
り

ま
せ
ん
）

長
期
間
使
用
さ

れ
て
お
ら
ず
、

今
後
も
使
用
さ

れ
な
い
車
両
が

あ
れ
ば
、
４
月

１
日
ま
で
に
廃

車（
抹
消
登
録
）

や
名
義
変
更
の

手
続
き
を
次
の

機
関
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
転
居

な
ど
で
定
置
場

所
を
変
更
さ
れ

た
方
や
、
亡
く

な
っ
た
方
が
所

有
す
る
車
両
を

相
続
し
た
場
合

に
も
手
続
き
が

必
要
で
す
。

車種・排気量 手続き場所・問い合わせ先
原動機付自転車

（125cc以下のバイク）
○手続場所　市民課総合窓口班または各支所総合窓口課
○持参するもの
　ナンバープレート、所有者の印鑑（名義変更の場合は
双方の印鑑）。ナンバープレートを紛失された場合は、て
んまつ書の提出が必要です。
◎問い合わせ　 税務課 市民税係　☎37-0114

小型特殊自動車
（コンバイン、トラクター、
フォークリフト等）

軽二輪車
（125㏄を超え
　　250㏄以下のバイク）

◎問い合わせ
　佐賀県軽自動車協会
　佐賀市若楠２丁目10-8
　☎30-8442軽三輪車・軽四輪車

（660cc以下）

二輪の小型自動車
（250ccを超えるバイク）

◎問い合わせ
　佐賀運輸支局
　佐賀市若楠２丁目7-8
　☎050-5540-208

※車種や状況によって必要書類が異なります。ご不明な点は、事前に各機関へお問い合わせください。

ローソン
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各課からのお知らせ

　
　

　
　

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係　

☎
４
４
‐
２
７
３
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

神
埼
市
中
央
公
民
館　

☎
５
３
‐
２
３
２
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

脊
振
公
民
館　

☎
５
９
‐
２
１
３
１

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

新
年
度
利
用
申
込
受
付
中
！

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
募
集

　

平
成
29
年
４
月
以
降
に
入
会
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

①
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
申
込

書 

②
児
童
健
康
等
生
活
調
査

③
誓
約
及
び
承
諾
書 

④ 

就
労
証
明
書
ま
た
は
自
営
申

立
書
（
20
歳
以
上
70
歳
未
満
の

両
親
お
よ
び
同
居
親
族
の
方
）

⑤
申
立
書
（
20
歳
以
上
70
歳
未
満

○
業
務
内
容

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
児
童

の
育
成
支
援

○
勤
務
場
所

　

神
埼
町
、
千
代
田
町
は
各
小
学

校
内
、
脊
振
町
は
２
０
０
０
年
館

○
雇
用
登
録
期
間

　

平
成
29
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　

平
成
30
年
３
月
31
日

○
休
日

　

日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
休
み

（
８
月
12
日
～
16
日
）、
年
末
年
始

（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

○
保
険

　

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
は
条
件

適
用
あ
り
、
労
災
保
険

○
勤
務
日
数
等

・
常
勤　

月
20
日
程
度

・
代
替　

週
19
時
間
以
内

○
応
募
資
格

　

下
記
③
・
④
・
⑥
に
つ
い
て
は
、

学
校
教
諭
、
保
育
士
、
介
護
士
等

の
有
資
格
者

※
夏
季
休
業
中
（
７
月
21
日
か
ら

８
月
24
日
ま
で
）
に
原
則
毎
日

勤
務
で
き
る
方
も
あ
わ
せ
て
募

集
し
ま
す
。

○
応
募
方
法

　

次
の
書
類
を
社
会
教
育
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
市
販
の
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
履
歴
書

（
顔
写
真
貼
付
）

・
官
製
は
が
き
（
返
信
先
記
入
）

・
健
康
診
断
書
の
写
し

・
資
格
を
必
要
と
す
る
③
・
④
・

⑥
に
つ
い
て
は
、
証
明
す
る
書

類
等
の
写
し

○
応
募
締
切
日　

　

１
月
31
日
（
火
）

○
選
考
方
法　

書
類
選
考
・
面
接

※
面
接
日
は
、
は
が
き
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

○
そ
の
他

・
賃
金
単
価
は
、
平
成
28
年
度
の

実
績
で
す
。

・
賃
金
単
価
、
採
用
人
数
な
ど
は

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
賃
金
は
翌
月
10
日
払
い
で
す
。

・
通
勤
手
当
な
ど
の
支
給
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係　

☎
４
４
‐
２
７
３
１

・
終
了
時
間
の
午
後
６
時
ま
で
に

は
、
保
護
者
の
迎
え
が
必
要
で

す
。

・
給
食
の
な
い
日
は
、
弁
当
、
水

筒
持
参
と
な
り
ま
す
。

・
日
曜
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末
年

始
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

・
負
担
金
の
支
払
い
は
、
原
則
、

「
学
期
払
」「
口
座
振
替
」
で
お

願
い
し
て
い
ま
す
。「
学
期
払
」

が
困
難
な
方
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○開設時間
・平日（月～金曜日） 放課後～午後６時
・土曜日、長期休業期間等

　午前７時～午後６時
○負担金
　平日（月額） 2,000円
　土曜日（月額） 1,000円
　春休み　1,000円、夏休み　4,000円
　冬休み　1,000円、学年末　1,000円
※おやつ代等が別途必要です。

業務名 募集人数 勤務時間等 賃金
（見込み）

①（常勤）一般支援員 20人程度 ＊通常日（学校開校日）
　原則、14：00 ～ 18：00
※下校時間により開始時間が
　早まる日も有り。
＊土曜日、長期休業期間等
　7：00 ～ 18：00の内での
　交替制（１日６時間以内）
※長期休業期間中は原則毎日

830円

②（代替）一般支援員 20人程度 830円

③（常勤）障がい児対応支援員 7人程度 870円

④（代替）障がい児対応支援員 7人程度 870円

⑤ 夏季休業期間中一般支援員 10人程度 830円

⑥ 夏季休業期間中障がい児対応支援員 若干名 870円

⑦（常勤）脊振児童クラブ支援員
・図書館脊振分館業務兼務 2人 １日７時間45分以内 支援員   830円

図書館   826円

の
両
親
お
よ
び
同
居
親
族
の

方
で
就
労
証
明
書
、
自
営
申

立
書
が
提
出
で
き
な
い
方
）

⑥
口
座
振
替
依
頼
書
（
今
ま
で

に
児
童
ク
ラ
ブ
の
口
座
振
替

の
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い

方
）

⑦
傷
害
保
険
料　

８
０
０
円

○
申
込
締
切
日

・
新
２
年
生
～
新
６
年
生

１
月
31
日
（
火
）

・
新
１
年
生　

２
月
15
日
（
水
）

○
注
意
事
項

・
土
曜
日
の
み
の
入
会
は
不

可
。
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◎
問
い
合
わ
せ　

歴
史
文
化
推
進
室

　

歴
史
文
化
振
興
係　☎３

７
‐
０
１
５
３

◎
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

　

秘
書
広
報
係　

☎
３
７
‐
０
０
８
８

地
域
の
歴
史
を

一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う

秋
の
叙
勲
を
受
章

【
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
】20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

◆
第
５
回
神
埼
塾
講
座

○
演
題

　
「
脊
振
山
地
と
有
明
海
の

生
業
文
化
」

○
講
師　

　

佐
賀
大
学
准
教
授　藤

永　

豪
氏

○
日
時　

１
月
７
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

○
場
所　

神
埼
市
中
央
公
民
館

○
定
員　

１
０
０
人

※
申
込
不
要
、
参
加
費
無
料

◆
神
埼
ま
ち
あ
る
き

　

今
回
は
、
神
埼
町
八
子
・
二

子
地
区
の
歴
史
遺
産
を
探
訪
し

ま
す
。

○
コ
ー
ス　

八
子
・
二
子
地
区

○
日
時　

１
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
12
時

　
　
　
　
（
集
合
：
午
前
９
時
）

○
集
合
場
所　

城
原
地
区
公
民
館

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
乗
り

合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
時
は
予
備
日
（
１
月
29

日
）
に
変
更

※
申
込
不
要
、
参
加
費
無
料

　

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
い
ざ
と
い
う
と

き
に
、
安
定
的
に
過
ご
せ
る
社
会
を
目
指
し
て
、
現
役
世
代
み
ん
な
で
支

え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
日
本
国
内
に
住
む
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
、忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

・
将
来
の
大
き
な
支
え
にな

り
ま
す

　

賃
金
や
物
価
の
変
動
に
あ
わ
せ

て
年
金
額
が
改
定
さ
れ
る
た
め
、

物
価
等
が
大
き
く
変
動
し
た
と
し

て
も
、
年
金
の
実
質
価
値
は
保
障

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、国
民
年
金（
老

齢
基
礎
年
金
）
は
１
／
２
が
国
庫

負
担
（
税
金
）
で
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。
年
金
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
も

ら
え
、
あ
な
た
の
将
来
の
大
き
な

支
え
に
な
り
ま
す
。

・
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

　

あ
り
ま
せ
ん

　

国
民
年
金
加
入
期
間
中
に
病
気

や
ケ
ガ
で
障
が
い
を
負
っ
て
働
け

な
く
な
る
な
ど
、
一
定
の
障
が
い

・「
納
付
猶
予
制
度
」　

　

50
歳
未
満
の
方
で
、
ご
本
人
お

よ
び
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
、
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。　

・「
学
生
納
付
特
例
制
度
」　　

　

ご
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
申
請
す
る
こ
と
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。
対
象
と
な
る
学
生

は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大

学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修

学
校
お
よ
び
各
種
学
校
（
修
業
年

限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、
一

部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在

学
す
る
方
で
す
。

の
状
態
に
あ
る
間
は
「
障
害
基
礎
年

金
」
が
、
ま
た
万
一
ご
本
人
が
亡
く

な
っ
た
と
き
は
、
残
さ
れ
た
子
や
子

の
あ
る
配
偶
者
に「
遺
族
基
礎
年
金
」

が
支
払
わ
れ
ま
す
。障
害
基
礎
年
金
、

遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
、
保
険
料
の
一
定
の
納
付
要
件
を

満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
「
納
付
猶
予
制
度
」
と

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る

と
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
を

納
め
る
か
、
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
に
は
「
納
付
猶
予
制
度
」「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
を
申
請
で
き
ま

す
。

　

神
埼
市
か
ら
２
人
の
方
が
秋

の
叙
勲
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

叙
勲
は
、
国
家
ま
た
は
公
共

へ
の
貢
献
や
社
会
の
分
野
に
お

け
る
優
れ
た
行
い
の
あ
る
方
な

ど
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

※
敬
称
略

◆
瑞
宝
双
光
章

　

村
岡　

日
出
男

（
神
埼
町
駅
ヶ
里
）

　

元
公
立
中
学
校
長　
　

◆
瑞
宝
単
光
章

　

坂
井　

一
幸（
神
埼
町
城
原
）

　

元
神
埼
町
消
防
団
分
団
長

◎
問
い
合
わ
せ　

佐
賀
年
金
事
務
所　

☎
３
１
‐
４
１
９
１

　
　
　
　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

　
　
　
　

千
代
田
支
所　

総
合
窓
口
課　

☎
４
４
‐
３
０
７
１

　
　
　
　
　
　

脊
振
支
所　

総
合
窓
口
課　

☎
５
９
‐
２
１
１
１
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各課からのお知らせ

給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

～
「
給
食
甲
子
園
」
入
賞
～

◎
問
い
合
わ
せ　

学
校
給
食
共
同
調
理
場　

☎
５
１
‐
４
０
０
８

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
、
学
校
給

食
共
同
調
理
場
で
は
全
職
員
一
丸

と
な
り
、
安
心
・
安
全
な
給
食
を

提
供
す
る
べ
く
努
め
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
新
年
に
ふ
さ
わ

し
い
話
題
で
す
。

　

神
埼
市
で
は
、
毎
年
「
全
国
学

校
給
食
甲
子
園
」
に
参
加
し
て
い

ま
す
が
、
当
調
理
場
か
ら
出
品
し

た
献
立
が
今
年
度
の
佐
賀
県
代
表

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
地
産
地
消
の
推

奨
等
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
お

り
、
地
元
食
材
や
郷
土
料
理
を
取

り
入
れ
、
実
際
に
給
食
に
提
供
し

た
献
立
の
内
容
を
競
う
全
国
大
会

で
す
。

　

献
立
を
担
当
し
た
の
は
阿
部
香

理
教
諭
（
西
郷
小
所
属
）
で
、
今

回
で
３
回
目
の
受
賞
で
す
。

　

学
校
給
食
で
は
、
毎
月
「
か
ん

ざ
き
食
の
日
」
と
し
て
、
神
埼
市

産
の
食
材
を
積
極
的
に
使
用
す
る

献
立
の
日
を
設
け
る
な
ど
地
産
地

消
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

受
賞
し
た
献
立
は
、「
変
わ
り

冬
瓜
、
高
菜
漬
な
ど
地
場
産
の
食
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

当
共
同
調
理
場
は
、
市
内
の
小
・

中
学
校
10
校
に
一
日
約
３
千
食
の
給

食
を
届
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
規
模
は
県
内
で
も
有
数
で
す

が
、当
調
理
場
で
は
手
作
り
に
こ
だ

わ
り
、
和
食
を
中
心
に
素
材
の
良
さ

を
生
か
し
た
優
し
い
味
付
け
の
給
食

で
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
も
地
域
に
伝
わ
る
伝

統
料
理
や
地
場
産
食
材
を
活
用
し
た

献
立
を
、
学
校
給
食
に
で
き
る
限
り

取
り
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
提
案
も

大
歓
迎
で
す
。
教
え
て
い
た
だ
い
た

レ
シ
ピ
は
給
食
用
に
ア
レ
ン
ジ
し
て

提
供
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
連
絡
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
試
食

や
施
設
見
学
の
ご
連
絡
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

お
一
人
か
ら
で
も
大
丈
夫
で
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
レ
シ
ピ
紹
介

　

今
回
受
賞
し
た
献
立
か
ら
「
冬
瓜

と
高
菜
漬
け
汁
」
の
レ
シ
ピ
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
家
庭
で
も
作
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
ね
。

【
材
料
（
４
人
分
）】

・
冬
瓜　
　

75ｇ

・
豚
肉　
　

25ｇ

・
高
菜
漬　

30ｇ

・
小
松
菜　

50ｇ

・
に
ん
じ
ん　

25ｇ

・
玉
ね
ぎ　

50ｇ

・
葉
ね
ぎ　

15ｇ

・
厚
揚
げ　

50ｇ

・
清
酒　

大
さ
じ
１
／
２

・
薄
口
醤
油　

大
さ
じ
２
／
３

・
濃
口
醤
油　

少
量

・
み
り
ん　

大
さ
じ
１
／
２

・
サ
ラ
ダ
油　

適
量　

・
塩　

少
々

・
煮
干
し
だ
し　

７
０
０
㏄

【
調
理
方
法
】

①
材
料
を
切
る
。（
冬
瓜
、
に
ん

じ
ん
は
、
い
ち
ょ
う
切
り
。
玉

ね
ぎ
は
薄
切
り
。
葉
ね
ぎ
は
小

口
切
り
。
小
松
菜
は
２
c
m
長

さ
。
厚
揚
げ
は
油
抜
き
を
し
て

色
紙
切
り
に
す
る
）

②
煮
干
し
で
だ
し
を
と
る
。

③
鍋
に
油
を
ひ
き
、
豚
肉
を
炒
め

る
。酒
を
ふ
り
入
れ
、に
ん
じ
ん
、

玉
ね
ぎ
、高
菜
漬
を
炒
め
る
。

④
だ
し
汁
を
加
え
、
冬
瓜
を
入
れ

て
煮
る
。
小
松
菜
、
厚
揚
げ
を

加
え
、
最
後
に
調
味
料
を
加
え

味
を
整
え
た
ら
、
ね
ぎ
を
散
ら

す
。（
高
菜
漬
の
辛
さ
で
調
味

料
は
調
整
し
て
く
だ
さ
い
）

そ
ぼ
ろ
ご
は
ん
、
牛
乳
、
魚
の
た
ま

ね
ぎ
ソ
ー
ス
か
け
、
パ
リ
パ
リ
そ
う

め
ん
の
ご
ま
だ
れ
和
え
、
冬
瓜
と
高

菜
漬
け
汁
」
で
す
。

　

神
埼
市
産
の
玉
ね
ぎ
、そ
う
め
ん
、

プレアホール神埼

まずはプレアホール神埼へご相談ください永久の旅立ち…

仏壇・仏具・仏壇クリーニング
墓石・墓石クリーニング・法名塔（名前入れ）
法事料理（四十九日・初盆・一周忌・三回忌等）
供養菓子・悲礼返し・礼品等
各種取扱い致しております。

ご葬儀について、『わからない…不安…』そんな方は、
事前相談、お見積り、会館見学、会員募集等、随時受付けいたしております。
ご自宅への無料見積りも随時おこなっておりますのでお気軽にお電話下さい。

年中無休 24時間受付

株式会社ＪＡセレモニーさが
神埼市神埼町本堀2716-4

TEL.0952-55-8008 FAX.0952-55-8007

J A葬祭
その他取扱い商品

有
料
広
告

有
料
広
告
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進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画

〜
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
〜

　

去
る
11
月
22
日
、
福
岡
県
京
都
郡

苅
田
町
へ
の
視
察
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
36
人
。
苅
田
町
の
吉

廣
啓
子
町
長
は
、
数
少
な
い
女
性
町

長
で
す
。
そ
の
吉
廣
町
長
に
は
、
昨

年
２
月
、
女
性
の
た
め
の
政
策
参
画

セ
ミ
ナ
ー
公
開
講
座
の
講
師
と
し

て
、
千
代
田
支
所
で
有
意
義
な
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

苅
田
町
は
、
平
成
15
年
３
月
、「
男

女
共
同
参
画
行
動
計
画
」
を
策
定
、

さ
ら
に
、
17
年
「
男
女
共
同
参
画
都

市
宣
言
」
を
行
い
、
男
女
共
同
参
画

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
町
で
す
。

　

ま
た
、
苅
田
町
の
図
書
館
は
、
施

設
整
備
の
優
れ
た
図
書
館
と
し
て
、

視
察
者
も
多
く
有
名
で
す
。
今
回
の

研
修
会
場
は
、
こ
の
図
書
館
の
立
派

な
会
議
室
を
用
意
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
町
は
数
多
く
の
企

業
誘
致
が
な
さ
れ
、
産
業
観
光
の
町

と
し
て
も
有
名
で
す
。
会
社
や
工
場

が
軒
を
連
ね
、
町
と
い
う
よ
り
産
業

都
市
と
し
て
の
光
景
が
強
く
目
に
映

り
ま
し
た
。

◆
苅
田
町
の
取
り
組
み

・
男
女
共
同
参
画
の
組
織
・
運
営
は
、

市
民
団
体
が
な
く
、
総
務
課
の
担

当
２
人
と
専
任
の
女
性
相
談
員
１

人
で
行
わ
れ
て
い
る
。

・
審
議
会
へ
の
女
性
登
用
率
は
、
28

年
４
月
１
日
現
在
、
30
・
５
％

で
、
今
年
度
ま
で
の
目
標
を
達
成

し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
神
埼
市

は
23
・
９
％
で
あ
る
。

“
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
”
の
町
を
視
察
研
修

・
啓
発
推
進
事
業
は
、
町
が
主
体
と

な
っ
て
実
施
。「
パ
パ
の
た
め
の

写
真
講
座
」
な
ど
外
部
講
師
を
招

聘
し
て
の
講
座
や
、
学
校
等
へ
の

出
前
講
座
な
ど
若
い
人
を
対
象
と

し
て
事
業
が
印
象
的
だ
っ
た
。

◆
図
書
館
見
学

・
学
ぶ
・
集
う
・
憩
う
・
全
て
の
町

民
の
た
め
の
図
書
館
と
い
う
運
営

目
標
で
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
利

用
者
の
立
場
に
た
っ
た
配
慮
が
な

さ
れ
て
い
る
。

・
本
館
と
３
つ
の
分
館
が
あ
り
、
一

日
平
均
利
用
者
数
は
３
６
１
人
、

一
日
平
均
貸
出
数
は
１
，４
８
２

冊
。
さ
ら
に
、
移
動
図
書
館
や
配

本
車
も
運
行
。
貸
出
サ
ー
ビ
ス
に

活
用
し
て
い
る
。

◆
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
工
場
見
学

・
ク
リ
ー
ン
で
働
き
や
す
い
作
業

環
境
で
、
シ
ー
ト
な
ど
重
い
部
分

の
組
み
付
け
を
ロ
ボ
ッ
ト
が
作
業

す
る
な
ど
生
産
工
程
か
ら
検
査
ま

で
、
随
所
に
優
れ
た
技
が
取
り
入

れ
ら
れ
、
驚
き
と
感
動
の
工
場
見

学
だ
っ
た
。

男性の料理教室
～“男性諸君”待ってます！～

　毎年好評の料理教室を開催します。初心者の方も大歓迎
です。ぜひご参加ください。
○とき　１月21日（土）
　　　　10：00 ～ 12：30
○募集人数　25人
○申込締切日　１月10日（火）
○持参するもの　
　エプロン、三角巾（タオルで代用可）、タオルなど
○講師　
　神埼市食生活改善推進協議会　大井トシ子さんほか
○主催　神埼市男女共同参画推進ネットワーク、神埼市
◎申込・問い合わせ　
・神埼市男女共同参画推進ネットワーク
　芦原　☎59-2123　　廣瀧　☎52-2508
　吉井　☎44-5439　
・総務課　秘書広報係　☎37-0088

女性のための相談室
　どんな小さなことでも一人で悩まず、一
緒に考えましょう。
　ご希望があれば専門機関への紹介も行い
ます。
　相談は無料です。秘密は厳守します。

○とき　　１月18日（水）
　　　　　13：30 ～ 16：30
○ところ　千代田支所
　　　　　２階　会議室

◎問い合わせ
・神埼市男女共同参画推進ネットワーク
　髙栁　☎52-4709
・総務課　秘書広報係　
　☎37-0088

～“男性諸君”待ってます！～

○ところ
　神埼市中央公民館
○参加費
　300円（材料費）
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◆地元産の特産品や新鮮野菜などを販売しています　～納入会員募集中！～
物産館情報

吉野ヶ里　遊・学・館　～１月の「野菜の日」～

◆10日（火）9：00 ～
　「おしるこ」のおふるまい（先着50人）
◆19日（木）９：00 ～
　「お楽しみ抽選会」（先着50人）
　抽選で採れたて新鮮野菜などをプレゼント
◎新規会員（出品者）を募集しています。
　詳しくはお問い合わせください。
○毎月第１土曜日開催の「櫛田の市」に出店

販売しています。
◎年始の営業日　１月10日（火）午前９時から初売り
※１月11日（水）は休まず営業します。

吉野ヶ里遊・学・館は、あたたかい
「うどんセット」をご提供していま

す。皆さまのご来店を
お待ちしています。

物産所名 営業時間 問い合わせ先

吉野ヶ里
遊・学・館

９：00 ～ 17：00
（定休日：毎週水曜日）

吉野ヶ里　遊・学・館
（神埼駅北口）☎53-8587

高取山公園
わんぱく館

９：00 ～ 17：00
（休園日：第2・4水曜日）

高取山公園　わんぱく館
☎51-9020

高取山公園「わんぱく館」

「椎茸の菌打ち体験イベント」

　ドリルで穴を開けた１ｍくらいの椎
茸原木に椎茸菌のコマを埋め込む作業
を体験できるイベントを下記の日程で
行います。
○とき　２月11日（土）、12日（日）
　　　　18日（土）、19日（日）
　　　　25日（土）、26日（日）
○参加費　　無料
○受付・体験時間
　９：00 ～ 16：00
◎申込受付 高取山公園　☎51-9020
　詳しくは「高取山公園わんぱく館」

までお問い合わせください。
◎年始の営業日
　１月４日（水）午前９時から初売り

水車の里遊学館ギャラリー
とき・ところ 内　　　　　容 材料費・準備品 主　　　催

２月９日（木）
10：00 ～ 16：00

ビーズやフリーメタリコを使ってアク
セサリーを作りませんか？

（10日前までに予約が必要）

・3,500円以内
（材料・資材代）
・裁縫道具、お弁
  当、ボールペン

ビーズ・ベアーズポー
木村　純子

◎申込・問い合わせ　水車の里遊学館　☎53-8884　建設課　都市計画係　☎37-0103

２階ギャラリーで作品展を開催しませんか？
個人、団体、どなたでも！！

※希望される方は、使用日の10日前までに
申込書を提出してください。

◆開館時間　９：30 ～ 16：00
◆１月の休館日　毎週火曜日　１月３日（火）まで

【
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と　き 内　　　容 ところ

１月10日（火）
10：30 ～ 14：00

ほっとサロン（ご都合のよい時間にどうぞ）
どなたでもお気軽にお越しください。時間のある方はおにぎりを持っ
てきて一緒に食べませんか。白玉ぜんざいを用意してお待ちしています。
♪♪♪午前中は和楽器演奏・体験講座があります。お楽しみに～♪♪♪

神埼市中央公民館
１階和室

１月22日（日）
10：00 ～ 11：30

臨床心理士『吉村春生先生を囲んで座談会』
子どものことなどでお悩みの方、どんな小さい事でもかまいません。
お話しませんか。（※秘密は守られます）

※どなたでも参加は自由です。皆さんの参加をお待ちしています。
　詳細は「おむすび１月号」（脊振公民館、神埼市役所、千代田支所、保健センターなどに設置）をご覧ください。
◎問い合わせ　神埼市教育委員会　おむすびチーム　☎44-2154

地域と家庭と学校の子育て応援団

おむすびチームからのお知らせ

日 曜日 催　　物 開演 入場料 主　　催

1月12日 木 いきいき大学
「笑う門にはもう福来てる」 10:00 会員

年会費1,000円
神埼市教育委員会　社会教育課　　　
☎53-2325

1月21日 土 第9回神埼市社会福祉大会 9:30 無料 神埼市社会福祉協議会　
☎59-2227

1月22日 日 第２回新年歌謡祭 10:00 500円 歌謡倶楽部　一喜会　
☎080-5211-9067

1月26日 木 神埼市老人クラブ連合会　
千代田支部「新春講演会」 10:00 無料 神埼市老人クラブ連合会　千代田支部

平　☎44-3475

1月28日 土
神埼市青少年主張大会 9:30 無料 神埼市教育委員会　青少年育成市民会議

☎44-2731

神埼市・神埼地区PTA教育講演会 13:30 無料 神埼市PTA連絡協議会
☎44-2222

1月29日 日 PIARAピアノコンクール九州Ⅰ地区大会 9:10 市民・会員
無料

PIARAピアノコンクール東京、九州、山
口事務局　☎31-2273

※催物の内容等については、主催者へお問い合わせください。
※1月３日（火）までは、年始のため休館です。
◎問い合わせ　千代田文化会館「はんぎーホール」　☎44-2051　（休館日：月曜日）

千代田文化会館「はんぎーホール」行事予定表

と  き ところ テーマ 講　師

１月12日（木） はんぎーホール 笑う門にはもう福来てる 
～笑って免疫力アップ～

佐賀笑いヨガクラブ代表
　江島　清美さん

２月２日（木） 神埼市中央公民館 生涯元気でいきいきと
佐賀県レクリエーション協会理事
　森　恵美さん

※１月12日のマイクロバスは、脊振支所を午前９時、神埼市中央公民館を午前９時30分に出発です。
　２月２日は、脊振支所を午前９時、千代田支所前を午前９時30分に出発です。

いきいき大学いきいき大学 60歳からの学びの舎60歳からの学びの舎

いきいき大学はいつでも入学できます。
脊振公民館、神埼市中央公民館、千代田支所社会教育課で、教材費を添えてお申し込みください。講座日の会場
受付でも手続きできます。　【教材費：年間 1,000円】
◎問い合わせ　社会教育課　社会教育係　☎53-2325（神埼市中央公民館）

有
料
広
告

有
料
広
告
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○と　き　１月 14 日（土）　19：00 ～ 20：00
○ところ　神埼市中央公民館　ロビー
○内　容　生バンド演奏による歌
○出演者　「ミュージック・ライク・クラブ」
○曲　目　♪ズンドコ節♪この広い野原いっぱい♪
　　　　　♪ブルー・シャトー♪桃色吐息　ほか

◎問い合わせ　神埼市中央公民館　☎53-2325

土曜の夜は、音楽でくつろぎませんか　！

▲12月は「佐賀アルス吹奏楽団 」の皆さんに
　よる演奏でした。

♬出演してくださる方を随時募集しています。お気軽にお問
　い合わせください。　♬入場無料

♪生の演奏を間近で聴けてよかったです。
♪知っている曲ばかりだったので、リズムをと
　りながら楽しい時間が過ごせました。

[ 出演者から一言 ]

　初めて出演しますが、演歌から歌謡曲までみなさんご存知

の歌を生バンド演奏で歌いますので、ぜひお気軽にお越しく

ださい。

県民カレッジ対象

司法書士　すえなが総合事務所
℡0952－52－2079（神埼サピエより南に100ｍ）

困ったこと、悩んでいること、ご相談を
相続・遺言・不動産登記・商業、法人登記
成年後見・借金問題（相談室あります・秘密厳守）

料金の見積り等も、気軽にお尋ね下さい

司法書士　末永博義・井上智史

営業時間　午前８：00～午後６：00
（毎週火曜日は午後８時まで営業）

有
料
広
告

有
料
広
告

介護保険料の納付確認書を送付します こころの健康相談を開催します
　65歳以上の方が納付された介護保険料は、所得税

確定申告や市県民税申告の際に「社会保険料控除」

の対象となります。

◆平成28年中に納付書払いまたは口座振替のある方

・佐賀中部広域連合から「納付確認書」を１月下旬

に送付します。

◆平成28年中の保険料の支払い方法が年金天引きの方

・日本年金機構や共済組合等から１月中に送付され

る「公的年金等の源泉徴収票」に記載されています。

※申告に関するお問い合わせは、税務署または税務

課（☎37-0114）へお尋ねください。

◎問い合わせ

・高齢障がい課　地域支援係　☎37-0111

・佐賀中部広域連合　業務課　☎40-1131

　あなたの心は風邪を引いていませんか。
　人は、心配事や不安があると心も風邪を引いた状
態になってしまうことがあります。
　一人で悩まずに専門の相談員（臨床心理士）に話
してみませんか。あなたの心が少しでも軽くなるよ
うに、そっと話してみませんか。
　次の日程で「こころの健康相談」を開催します。
プライバシーは厳守します。相談は無料です。
○相談日　１月26日（木）
○受付時間
①午後１時30分～２時10分
②午後２時10分～２時50分
③午後２時50分～３時30分
※完全予約制
○場所　神埼町保健センター
◎予約・問い合わせ
　健康増進課　健康増進係　☎51-1234
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　「家読（うちどく）」は、家族で読書の習慣を共有することです。
　家族みんなで好きな本を読んで、読んだ本について話してみま
せんか。これが「家読（うちどく）」です。

みんなで家読（うちどく）はじめよう!!

図書館名 開館時間 休館日 問い合わせ先
神埼市立図書館

（神埼市中央公民館２階）

9：00 ～ 18：00

火曜日・祝日
※１月３日（火）まで

神埼市立図書館
☎53-2304

神埼市立図書館千代田分館
（千代田支所１階）

祝日・土・日曜日
※１月３日（火）まで

社会教育課
☎44-2731

神埼市立図書館脊振分館
（脊振2000年館１階）

祝日・日曜日
※１月３日（火）まで

脊振分館
☎59-2048

※図書館のホームページ　http://library.kanzaki.ed.jp

「みかんのめいさんち」
平田　昌広／作

平田　景／絵　すずき出版「トラクタ名人になる！
耕耘・代かき・メンテの技」

農山漁村文化協会／編者発行
　冬になるとみかんが食
べたくなりませんか。町
じゅうがみかんでいっぱ
いの町はどんなところで
しょうか。

　トラクタの基礎講座やメンテナ
ンス方法、低燃費、爪長持ちの方
法などなど、今まで見たことなかっ
た本です。

１月のおすすめの本 

☆ヤクルト本社佐賀工場から寄贈☆

◆新春おはなし会◆
○とき　　1月15日（日）
　　　　　午前10時30分～
○ところ　神埼市中央公民館
　　　　　２階和室

　12月19日、ヤクルト本社佐賀工場の田篭恵工場長が図書
（10万円相当）を寄贈されました。これは、11月20日に行
われたヤクルト工場祭の収益金を寄贈されたもので、今年度
で7回目になります。寄贈された大型絵本、大活字本は大切
に活用させていただきます。 　12月18日に「冬のおはなし会」があり、

たくさんの参加者でにぎわいました。『神埼小
おひさま』のボランティアのみなさんによる
ペープサートなど、心温まるお話でした。

＊＊家読　曽根ヶ里地区　始まりました！＊＊
　２か月の赤ちゃんから
80歳代までみんな揃っ
て笑顔でにっこり。発会
式には「出張読みかたり」
もあり、「花さき山」の
世界を楽しみました。こ
れから家読の花が咲いて
いくでしょう。

 

多くの本を寄贈いただきました！
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神埼市子育て支援センターだより 申込締切日は開催日の3日前まで。（電話申込可）
予約多数の場合、お断りする場合があります。

＊ひだまりの会＊（対象：生後6 ヶ月からの未就園児）
＊１月のママサロン＊と　　き 対象年齢 内　　　容 ところ

１月

5日（木） 全年齢児 お正月遊び

千代田町保健センター

12日（木） 0、1歳児 スキンシップ遊び
19日（木） 2歳以上児 リズム遊び
26日（木） 全年齢児 おはなしなあに

２月
2日（木） 全年齢児 節分
9日（木） 2歳以上児 小麦粉粘土遊び

と　き ところ
10日（火）

千代田町保健センター
17日（火）
24日（火）
31日（火）

　子育て支援センタ－では、子育て支援、遊びの場の提供、育児相談などに取り組んでいます。子育てについ
て迷ったり悩んだりは誰にでもあります。電話や窓口などで相談を受け付けています。どなたでも気軽にご相談、
お問い合わせください。
◎申込・問い合わせ　神埼市子育て支援センター（千代田町保健センター内）　☎44-4908

※いずれも10：00～11：30で開催。

※ひだまりの会の詳しい内容は市のホームページでご覧になれます。

◆ママサロンは子どもが自由に遊べる広場
です。生後２ヶ月から誰でも参加できます。５日（木）…新年のごあいさ

つをして、みん
なでお正月なら
ではの遊びをし
ましょう。

12日（木）…ママとたく
さん触れ合って、リズム
遊びや手遊びをします。

定期的に健診を受け、生活習慣を見直そう
　生活習慣病は、がんや脳血管疾患、心疾患、糖尿病
などがあげられますが、自覚症状があまりなく、気づ
いたときには重症化していることがあります。
　これらを早期に発見するためには、健診を受けるこ
とが不可欠です。定期的に健診を受けることで、異常
があるかないかを確認するだけではなく、基準との比
較や過去の数値との比較をしましょう。
　血液検査の結果は、日々の生活習慣が大きく関係し
ています。例えば、「中性脂肪」。この中性脂肪は、食
べ物から体内に取り込まれるほかに、ブドウ糖を原料
として肝臓でも作られます。
　油っこいものだけを控えればいいという訳ではなく、
食べ過ぎ、飲み過ぎにも注意しなければなりません。
　中性脂肪は体を動かすときのエネルギー源となりま

すが、使われずに余れば皮膚の下の脂肪組織や肝臓に
蓄えられます。食べ過ぎて運動をしなければ、蓄えた
中性脂肪は消費されずに増える一方です。
　年末年始に食べ過ぎ、飲み過ぎで、ちょっと寒い日
が続いたのでいつもしている散歩をしていないという
場合、中性脂肪の値は上がっているかもしれません。
　まずは、あなたの健診の結果を見直してみてくださ
い。まだ健診を受診していない方は、ぜひ受診してく
ださい。
　「健診結果の見方がわからない」「どうやって生活習
慣を改善すればいいのか
･･･」などについては、“保
健栄養相談”をご利用く
ださい。保健師または管
理栄養士が個別で相談に
応じます。

◎問い合わせ
　健康増進課　健康増進係　☎51-1234

♪健康コラム♪

26日（木）…ママの読み聞かせサー
クル「ひなたぼっこ」のペープサー
トや図書館のスタッフによる大型絵
本、大型紙芝居、その他パネルシア
ター、歌あそびなど楽しいおはなし
会です。後半はお気に入りの絵本を
１冊持ってきて、マ
マ同士、お友達同士
で大好きな絵本の紹
介しましょう。

　次の日程で個別の保健栄養相談を実施し
ますので、ぜひお越しください。
　事前にご希望の日程を予約していただけ
れば、待ち時間はありません。電話でお問
い合わせください。相談は無料です。
◎予約・問い合わせ　
　健康増進課　健康増進係　☎51-1234

保健栄養相談を開催します ○相談日　１月10日（火）
○時間　
①９：00 ～９：30
②９：40 ～ 10：10
③10：20 ～ 10：50
※①から③までの都合のよい時間帯を選

んでください。
○場所　神埼町保健センター

24日（火）…今月のスキルアップ講座は
ママクッキングです。ふるさと先生をお
招きして、ひと工夫することで簡単にで
きるメニューをいくつか紹介します。お
子さんは託児をします。（６ヶ月以上児対
象）。20人限定です。11日(水)から予約
を開始します。
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こども健康カレンダー（１月１日～２月15日）
と　き 事業名 受付時間 ところ 対象者

１月

10日（火） ことばの相談（要予約） 13：30～16：30

神埼町保健センター

1歳～就学前

11日（水） あかちゃん広場 13：15～13：30 1歳未満

16日（月） 乳幼児相談 9：30～11：00 0歳～就学前

20日（金）
1歳6か月児健診（神埼・脊振地区） 13：00～13：30 平成27年5月～ 6月生

フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 1歳6か月児健診後～ 4歳未満

23日（月） 乳幼児相談 9：30～11：00

千代田町保健センター

0歳～就学前

25日（水）
3歳児健診（千代田地区） 13：00～13：30 平成25年4月～ 5月生

フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 1歳6か月児健診後～ 4歳未満

27日（金） 3～4か月児健診（千代田地区） 13：00～13：30 平成28年9月～ 10月生

２月

3日（金） すこやか子育て相談室（要予約） 13：30～16：30

神埼町保健センター

0歳～就学前

6日（月） あかちゃん広場 13：15～13：30 1歳未満

13日（月） 乳幼児相談 9：30～11：00 0歳～就学前

14日（火） ことばの相談（要予約） 13：30～16：30 1歳～就学前

☆フッ化物塗布のご予約は、問い合わせ先までお願いし
ます。

　(1歳6か月児健診および3歳児健診の対象者は予約不
要です）

◎問い合わせ　健康増進課　母子保健係
　　　　　　　（神埼町保健センター）　　☎51-1234
　　　　　　　（千代田町保健センター）　☎44-2021

※診療時間　午前９時から午後５時まで

月　日 　実　施　医　療　機　関　 　実　施　医　療　機　関　

１月１日

（日）

橋本病院
神埼町本告牟田3005
☎52-2022（外・内・胃・整外）

１月２日

（月・振）

神埼病院
神埼町田道ヶ里2216-1
☎52-3145（外・整外・胃）

１月３日

（火）

中尾胃腸科医院
神埼町田道ヶ里2284-1
☎52-3295（外・整外・胃・内）

中下医院
千代田町餘江128
☎44-2488（内）　

小森医院
吉野ヶ里町豆田1254-2
☎52-1136（小・内）

１月８日

（日）

おおつぼ内科医院
神埼町本堀3199-1
☎52-3130（内）

神埼クリニック
神埼町田道ヶ里2396
☎53-1818（内・胃・呼）

１月９日

（月・祝）

栗並医院
神埼町枝ヶ里76-1
☎52-2977（内）

久和会　和田医院
神埼町神埼293
☎52-2021（内・小・胃）

１月15日

（日）

目達原整形外科
吉野ヶ里町吉田2900
☎52-3717（整外）

たけうち小児科医院
神埼町本堀2707-2
☎52-2524（小）

１月22日

（日）

なかしま整形外科クリニック
神埼町本堀2934-25
☎51-1430（整外）

山田こどもクリニック
神埼町田道ヶ里2394-1
☎55-6566（小）

１月29日

（日）

くらとみ眼科医院
神埼町田道ヶ里2435-1
☎52-8841（眼）

神埼病院
神埼町田道ヶ里2216-1
☎52-3145（外・整外・胃）

２月５日

（日）

ごんどう耳鼻咽喉科
神埼町田道ヶ里2226-1
☎55-7001（耳・アレ）

福嶋内科医院
千代田町境原2496-3
☎44-2141（内・小）

２月11日

（土・祝）

みつます耳鼻咽喉科
吉野ヶ里町吉田2906-1
☎53-8820（耳・アレ）

橋本病院
神埼町本告牟田3005
☎52-2022（外・内・胃・整外）

２月12日

（日）

みねこ皮ふ科クリニック
吉野ヶ里町吉田2154-3
☎51-1655（皮・アレ）

しらいし内科
神埼町城原1256-1
☎52-3848（内・循）

日曜日の歯科診療
　（神埼地区歯科医師会も輪番制で担当しています）
　＜場所＞　佐賀市保健福祉会館（ほほえみ館内）
　＜診療時間＞　９：３０～１６：００
◎問い合わせ　　佐賀市休日歯科診療所　☎36－9164

神埼市神埼町志波屋3627
TEL 0952-53-1747
携帯 090-8836-5630

相談は、無料です。

行政書士

相続手続
土地や建物が亡くなった人の

名義になっている

遺言書
死んだら、家や土地の名義は
どうなるのだろう？

その他

（日本行政書士会登録番号 05410974）

建設業許可・産業廃棄物・
内容証明・車庫証明 等

ホームページ ゆずりは 神埼 検索 行政書士には守秘義務があります。お気軽にご連絡ください

有
料
広
告

日 曜 祝 日 在 宅 当 番 医

献血にご協力ください
　下記の日程で献血バスが来ます。皆さんのご協力
をお願いします。

○とき　　１月23日（月）
　　　　　９：00 ～ 12：00、13：30 ～ 16：00
○ところ　神埼町保健センター

　献血バスでは、400ml献血をお願いしています。
400ml献血ができるのは、17 ～ 69歳（※）の男性、
または18 ～ 69歳（※）の女性で、体重50kg以上
の方です。

（※）65歳以上の方は、60 ～ 64歳
　　 の間に献血をしたことのある
　　 方に限られます。

◎問い合わせ
　健康増進課　健康推進係　☎51-1234
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務
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３
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‐
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ま
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パ
ソ
コ
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教
室　

参
加
者

県
営
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入
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備
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放
火
に
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ご
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水
道
管
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冬
支
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を
！

神
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歩

こ

う

会
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別
支
援
学
校
校
外
販
売
会

麓
刑
務
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設
参
観（
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学
）者

○
予
備
者
募
集
団
地　

神
埼
団
地

○
資
料
配
付　

２
月
１
日
（
水
）
～

※
２
月
４
日
（
土
）
は
配
布
し
ま
せ

ん
。

○
受
付
期
間　

　

２
月
５
日
（
日
）
～
10
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

※
入
居
資
格
等
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問（
株
）マ
ベ
ッ
ク
佐
賀
管
理
室

　

☎
２
０
‐
２
５
０
０

三 神 ガ ス

株式会社 三神 〒842-0003　神埼市神埼町本堀3003-6

http://www.sanshin34.com/   TEL(0952)53-1221　FAX(0952)52-5535

謹んで新春のお慶びを申し上げます。
旧年中は別格のご厚情を賜り、誠にありがとうございました。
本年も皆様にご満足頂けるサービスを心がける所存でございますので、
何卒よろしくお願い申し上げます。

　ショールームの
展示品をリニュー
　アルしました。

～

○
日
程

①
や
さ
し
い
ワ
ー
ド
（
入
門
編
）

　

２
月
２
日
（
木
）、
６
日
（
月
）、

９
日
（
木
）、
13
日
（
月
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日

（
木
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20
日
（
月
）【
計
６
回
】

②
や
さ
し
い
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セ
ル
（
入
門
編
）

　

２
月
23
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（
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（
月
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３
月
２
日
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６
日
（
月
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９
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木
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日（
月
）【
計
６
回
】

○
時
間　

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

○
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神
埼
市
中
央
公
民
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○
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キ
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３
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０
０
円
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応
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な
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は
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中
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。
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月
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）
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Ｘ
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☎
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２
５
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４
０

○
日
時　

１
月
27
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（
金
）

・
午
前
の
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午
前
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時
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分
～

・
午
後
の
部　
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後
１
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～

○
参
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）
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設
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の
見
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明

※
参
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刑
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所
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品

ミ
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施
。

○
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集
人
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人
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に
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。
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工
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済
み
で
す
か
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福
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ー
合
同
就
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接
会

中
小
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業
向
け　
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張
金
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グ
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ャ
レ
ン
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相
談
会

発
達
障
害
者
専
門
相
談
窓
口

募集種目 受験資格 受付期間 試験日 試験場所

陸海空自衛官候補生 
（男性） 18歳以上27歳未満の方（学歴不問） 年間を通じて行っています。

2月4日
目達原駐屯地

2月25日

予備自衛官補
一般：18歳以上34歳未満

1月上旬～ 4月上旬
決定後お知ら
せします。

決定後お知ら
せします。

技能：18歳以上54歳未満（国家資格保有者）
医科・歯科幹部 医師・歯科医師の免許取得者 2月上旬～ 4月中旬
一般幹部候補生 

（一般・歯科・薬剤科） 詳しくはお問い合わせください。 3月上旬～ 5月上旬

※自衛隊説明会を開催します。○とき 平成29年１月８日（日）10：00～16：00　○ところ 神埼市中央公民館　
　【説明種目】自衛官採用全種目（自候生・曹候生・航空学生・防大・防医大（医学・看護）・高等工科）などお気軽に御来場ください。

◎問い合わせ　自衛隊佐賀地方協力本部　鳥栖地域事務所　☎0942-83-4077
　　　　　　　総務課　秘書広報係　☎37-0088自衛官募集案内自衛官募集案内自衛官募集案内

平和を仕事にする
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料
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火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
商
工
会　

本
所

　
　
　
　
　
（
☎
５
２
‐
７
１
３
１
）

問

佐
賀
信
用
保
証
協
会　

業
務
一
課

　

☎
２
４
‐
４
３
４
２

○
と
き　

１
月
12
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
正
午

○
と
こ
ろ

　
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区
中
央
支
所

○
対
象
者

　

神
埼
市
・
吉
野
ヶ
里
町
で
農
業
を

始
め
た
い
方

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申

・
問

　
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区　

園
芸
課

　

☎
５
３
‐
３
７
６
７

　

発
達
障
害
児
（
者
）
や
そ
の
ご
家

族
等
の
ご
相
談
を
専
門
相
談
員
が
お

受
け
し
ま
す
。

※
要
予
約

○
と
き　

１
月
23
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
（
原
則
毎
月
第
４
月
曜
日
、
１
回

50
分
）

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

そ
れ
い
ゆ

　

☎
０
９
０
‐
６
２
９
６
‐
７
５
５
０

製
品
、
布
製
品
、
収
穫
し
た
野
菜
な

ど
販
売
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問

佐
賀
県
立
大
和
特
別
支
援
学
校

　

☎
６
２
‐
１
２
２
１

○
日
時　

２
月
８
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

○
開
催
場
所　

佐
賀
県
総
合
体
育
館

○
内
容

・
参
加
求
職
者
と
参
加
事
業
所
と
の

面
接
会
。

・
福
祉
関
連
資
格
の
取
得
方
法
と
福

祉
分
野
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
の

相
談
。

※
参
加
費
無
料
、
事
前
申
込
不
要

問

佐
賀
公
共
職
業
安
定
所

　

☎
２
４
‐
４
３
６
２

　

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る

と
、
労
働
保
険
へ
の
加
入
が
必
要
で

す
。
佐
賀
労
働
局
で
は
「
労
働
保
険

適
用
促
進
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問

佐
賀
労
働
局　

労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
３
２
‐
７
１
６
８

千代田中の図書購入費として寄付 外国人技能実習生と防災研修
　12月２日、旧菱の里ちよだ出荷協議会の皆さん
から、千代田中学校の図書購入費として寄付をい
ただきました。
　「直鳥環濠クリーク公園」の整備、利活用計画と
連動して、農産物直売施設（菱の里ちよだ）を建設、
旧出荷協議会の皆さんも当初から直売所運営に携
わり、地元農産物の消費拡大、地産地消の推進を
図ってこられました。
　出荷協議会の解散に伴い農産物直売所も営業終
了となり、地
元に何か恩返
しができない
かという意を
込められた寄
付です。
　ありがとう
ございました。

　千代田町﨑村のシンエイメタルテック(株)で、外
国人技能実習生を対象とした「地域日本語教育コー
ディネーター養成講座」が、12月３日に開催され
ました。この講座は、県の多文化共生の地域づく
り事業の一環として行われています。
　今回は、自然災害発生時の基礎対処法（台風、
地震）がテーマ。市の防災危機管理課職員も講師
として参加し、避難の方法や災害への備えについ
てやさしい日本語を使いながら学びました。
　参加者からは、「災害時の避難について学ぶこと
ができ、今後の生活につなげたい」との声が聞か
れました。
　いざという時に備
え、日ごろの職場や
地 域 と の コ ミ ュ ニ
ケーションが重要で
あることを実感しま
した。
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くらしの相談（行政書士会　東部支部）

行政・人権相談

家庭児童相談・母子父子自立支援相談

もの忘れ相談室

いじめ・体罰・悩み等相談

いじめ・体罰等相談窓口

と　き ところ

１月
6日（金）

10：00～12：00

神埼市役所 ３－３会議室東側
13日（金） 千代田支所 ２－３会議室

２月
3日（金） 神埼市役所 ３－３会議室東側

10日（金） 千代田支所 ２－３会議室
○内容　遺言、相続、土地の境界、離婚、農地転用など

と　き ところ

１月
10日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
13日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室
16日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－２会議室

２月
10日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室
14日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
20日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－２会議室

○内容　国や県、市など行政機関の業務に関する苦情・要望

　　　　人権に関わる困りごとや心配ごとなど

◎問い合わせ　神埼市役所　総務課　　　　☎37-0088

　　　　　　　千代田支所　総合窓口課　　☎44-2111

　　　　　　　脊振支所　　総合窓口課　　☎59-2111

　家庭での子どもに関する悩み事、児童に関する問題、母子
父子家庭等・寡婦の方の自立支援のための相談など、お気軽
にご相談ください。
○と　き　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　　 9：00 ～ 16：00
○ところ・問い合わせ
　神埼市役所　福祉課　☎37-0110

　神埼市内にお住まいの方で、もの忘れや認知症について不
安に思っている方・そのご家族など専門の医師が相談に応じ
ます。ただし、すでに専門医を受診されている方、もの忘れ
や認知症で治療されている方は除きます。
○と　き　１月20日（金）15：00 ～ 17：00
○ところ　千代田町保健センター
○受　付　当日の11：00まで　※要予約
○定　員　３人（１人40分程度）
◎予約・問い合わせ
　神埼市役所　高齢障がい課（おたっしゃ本舗神埼）　
　☎37-0111

　学校生活や家庭生活の中での心配ごとや悩みごとなど、一
人で悩まないでご相談ください。
○と　き　月・木曜日（祝日を除く） 8：30 ～ 17：15
○ところ　千代田支所　２－３会議室
◎相談専用電話　☎44-5622

　教育委員会では、いじめ・体罰等相談窓口を設置してい
ます。
○と　き　月～金（祝日を除く）8：30 ～ 17：15
○ところ　教育委員会　学校教育課
◎問い合わせ
　神埼市教育委員会　学校教育課　☎44-2384

司法書士無料相談

消費生活相談

生活困窮の相談窓口

○と　き　１月19日(木）  10：00 ～ 12：00
○ところ　神埼市役所　３－２会議室
○定　員　４人（１人30分）　　※要予約
○受　付　１月16日（月）まで
◎問い合わせ
　総務課　秘書広報係　☎37-0088

　仕事や生活のことでお困りの方、借金でお悩みの方、病気
や障がい、その他さまざまな理由で経済的にお困りの方、ひ
とりで悩まないで気軽にご相談ください。専門知識を有した
相談支援員が、あなたに寄り添いながら他の専門機関と連携
し、解決に向け、ともに考え、取り組みます。
◎申込・問い合わせ　神埼市生活自立支援センター
　☎97-6730（千代田町福祉センター内）

と　き　 ところ・問い合わせ

毎週火・金曜日

  9：00～12：00
13：00～15：00

神埼市役所  商工観光課  ☎37-0107

毎週木曜日 吉野ヶ里町（東脊振庁舎）☎37-0350

毎週月・水曜日 みやき町（三根庁舎）☎0942-96-5534

第２・４金曜日 上峰町役場　☎52-2181

毎　　日   9：00～17：00 佐賀県消費生活センター　☎24-0999

※消費生活相談窓口は広域連携をしていますので近隣市町でも相談可能です。
※１月３日（火）までは、年始のため相談業務はお休みです。

アバンセの女性総合相談
【法律相談】※要予約
女性の弁護士が相談をお受けします。
○と　き　１月７日（土）、19日（木）
　　　　　13：00 ～ 16：00

【こころの相談】※要予約
女性の臨床心理士が相談をお受けします。
○と　き　１月21日（土）　14：00～16：00
◎相談・問い合わせ
　アバンセ女性総合相談　☎26-0018

○とき　　１月19日（木）　13：30 ～ 16：30
○ところ　神埼町保健センター　２階
○受付　　１月17日（火）まで　※要予約
○定員　　６人（１人30分）
◎問い合わせ
　神埼市社会福祉協議会　☎51-1822

弁護士無料法律相談（社会福祉協議会）
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行政トピックス

西日本最大級の展示会で市内企業がＰＲ

未来へ繋ぐ協働のまちづくりへ

人生の主役は自分自身～ふれあい人権フェスタ～

　西日本最大級の展示会「中小企業テクノフェアin九州2016」
が、10月12日から14日にかけて北九州市で行われました。神
埼市企業連絡協議会から（有）実松製作所、熊本電気工業（株）、

（株）ヨネミツ、シンエイメタルテック（株）が出展。
　中小企業テクノフェアは、“ものづくり”に積極的に取り組
む中小企業が、自ら培った技術力による高品質製品や優秀な技
術を一堂に会する展示会として全国的にも知名度が高く、毎年、
全国から３万人以上の企業関係者が訪れています。
　出展企業は、来場者に対し自社ＰＲをするだけでなく、異業
種間交流の場としても、積極的に情報交換を行なっていました。

　合併10周年を記念して「神埼市まちづくりシンポジウム」が
11月27日、神埼市中央公民館で開催されました。
　このシンポジウムは、市の将来像を地域とともに協働して築
き上げること、今後のまちづくりについて考ようと開催したも
ので、市民をはじめ市内外から約900人が参加されました。
　元宮崎県知事の東国原英夫さんが基調講演し、「元気な高齢者
も地域づくりに率先して取り組むことが重要。慣例にとらわれ
ない柔軟な発想が
今後のまちづくり

に繋がる」と提言されました。
　また、市内ＣＳＯ（市民社会組織）団体などの活動パネルの展
示、商工会青年部やＣＳＯかんざきによる「まちづくり活動事例
発表」のほか、パネルディスカッションでは、佐賀新聞社編集局
長の澤野善文さんの進行により、「みんなで創る未来都市・神埼」
をテーマに、松本市長、せふり地域資源研究会の本間昭久代表、
神埼市商工会の佐藤健一郎青年部長、西九州大学生の青山明日奈
さんの４人のパネリストが、地域の魅力や郷土愛の必要性、今後
の将来像について討議が交わされました。

　「ふれあい人権フェスタ2016」が12月10日、は
んぎーホールで開かれ、タレントで俳優の宇梶剛士
さんの講演などがあり、約500人が参加、相手を思
いやる気持ちの大切さを学びました。
　宇梶さんは「転んだら、どう起きる？」をテーマ
に講演。アイヌの母を持ち、過酷な家庭環境のなか
に育ち、高校球児を目指すも挫折、やがて暴走族の
総長、少年院に収監されるという荒れた日々をおくり
ます。そして少年院で、母が送ってくれたチャップリ
ンの自伝に感動、役者を志し芸能界で活躍するまでの
波瀾万丈の歩みをユーモアを交えながら語りました。
　宇梶さんは「人生の主役は自分。誰かを憎んだり
したら、自分はその誰かの人生の脇役になってしま

う」と話し「自分が持つ光り輝くものを大切にして
ほしい」と訴えました。
　会場では全国中学生人権作文コンテスト県大会の
表彰式、盲目のシンガーソングライター、大嶋潤子
さんのコンサート、車いす体験コーナー、「さをり織
り」の実演・体験などもあり賑わいました。
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ＦＭ佐賀　
【放送時間】 毎週水曜
　　　　 　12：00～12：55
【ＦＭ佐賀のホームページ】
http://www.fmsaga.co.jp

間】毎週水曜
ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼

FM佐賀

～つれづれなるままに～
ナビゲーター：おのくみこ
つれづれなるままに
MY DEAR　神埼

　明けましておめでとうございます。「MY DEAR 
神埼」のおのくみこです。
　新しい年、2017年がスタートしましたが、旧年
中も神埼市民の皆さんのおかげで楽しく想い出深い
一年を過ごすことができました。
　なかでも忘れられないのが、昨年11月23日、「九
年庵」前からの公開生放送での出来事です。九年庵
前からの公開生放送は、「MY DEAR 神埼」が始まっ
た年から毎年行っており、今回で７回目。しかも、
今回は一般公開の最終日、勤労感謝の日で祝日でも
あり、佐賀・鳥栖・多久・嬉野など、県内各市をは
じめ、熊本や福岡からも「MY DEAR 神埼」のリス
ナーの方々が九年庵前に集まってくれました。今年
はラジオネーム「神埼の舘ひろし」さんはじめ「快
速ランナー」さん、「神埼の由美子」さんなど、神
埼の市民リスナーさんに混じって、神埼和菱組合の
本村宣行組合長ご夫婦も来てくださったりと、市民
の皆さんが暖かく見守ってくださる中、番組がス
タート！『心強いなぁ』と、喜んだのもつかの間、
番組が始まると同時に雨が…(TдT)
　濡れながらじっと傘もささずに放送の様子を見て
くださっている皆さんを前に『どうしよう。。この
ままでは皆さん雨に濡れて風邪ひいちゃう』と心配
しながらも番組は予定通り進行しなければいけません。
　ちょうど毎年目の前に出店されている脊振のさし
みこんにゃく店「木屋商店」さんをご紹介している
時でした。思わずラジオを通して「よければリスナー
の皆さんをテントに入れて頂けませんか？」と呼び
かけたところ、突然だったにも関わらず、テントの
中からすぐに両腕で大きなマルが！おかげで会場に
来てくださったリスナーの皆さんが濡れずに最後ま

で番組を見ていただくことが
出来ました。放送後、改めて
お礼に行くと、なんと！温
かいお茶まで振る舞ってい
ただき、木屋商店の皆さん
と「MY DEAR 神埼」のリ
スナーさんが和気あいあい
と語り合う、なんともいえないホッコリと温
かい幸せな空間が広がっていました。
　今回の雨は、きっとそんな温かい神埼の皆さんの
優しさを伝える為に天の神様が降らせてくれたんだ
と思います。2016年の「MY DEAR 神埼」の締め
括りとも言える九年庵前からの公開生放送は、そん
な神埼の皆さんとリスナーの皆さんの優しさに支え
られた本当にあったか～ぃ良い公開生放送になりま
した。
　そして新しい年、2017年もラジオを通して、そ
んな『元気神埼』の皆さんの優しさ、温かさを伝え
ていきたいと思っています。
　2017年も引き続き、毎週水曜お昼12時からのＦ
Ｍ佐賀「MY DEAR 神埼」をどうぞ宜しくお願いし
ますm(__)m　

『MY DEAR 神埼』ナビゲーターおのくみこ

第９回
「～『元気神埼』の優しさ・温かさを

伝えて行く一年に♥～」

　新春を迎え、皆さまには益々ご健勝のこととお慶び申
し上げます。本年も、ご愛顧のほど宜しくお願い申し上
げます。
　弥生時代の古代人も物見やぐらから有明海までの一面
銀世界を眺めたことでしょう。

　毎日体験の火おこし、勾玉づくり以外の日にち限定体
験プログラムをご紹介します。

古代植物館の体験プログラム 開催時間 定員※各日 参加費
１月７日～９日（１週間前までに要申
込）　機織りでコースターづくり 10：00 ～ 15：00 先着10人 500円

１月14日～ 15日（当日の午前中受付）
こだわりの勾玉づくり 10：00 ～ 16：00 先着20人 300 ～ 2,000円

１月21日～ 22日（当日受付）
まゆから糸取り体験

①10：00
②13：00 各回先着10人 無料

１月28日～ 29日（２週間前までに要
申込）　青銅の鋳込み体験

10：00 ～ 13：00
（雨天中止） 先着10人 5,000円

※入場料は必要。大人420円、子ども80円、シルバー 200円

新春の のお知らせ体験プログラム

◎申込・問い合わせ　
　吉野ヶ里公園管理センター
　☎55-9333

吉野ヶ里歴史公園から

※昨年の大雪で遺跡も銀世界になりました。
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

俳
句　
〈
ひ
し
の
実
会
〉

白
粥
や
一
輪
挿
し
の
紅
椿

�

牟
田
口
則
子

姫
椿
開
き
て
思
ふ
君
だ
け
を

�

香
月
富
士
雄

利
尻
礼
文
色
ど
り
強
く
冬
兆
す

�

藤
山　

初
次

萱
葺
の
湯
の
香
仄
か
に
年
暮
る
る

�

畑
石　

勝
子

ゆ
れ
て
ゐ
る
私
の
心
秋
桜

�

井
上　

豊
美

店
先
の
秋
刀
魚
見
比
ぶ
二
人
か
な

�

牟
田　

鶴
美

皎
と
し
て
冬
月
の
あ
り
淋
し
か
り

�

内
川　

繁
子

わ
が
息
の
豊
か
に
白
し
深
呼
吸

�

田
原
ひ
よ
子

川
柳　
〈
あ
お
ば
会
〉

苦
労
し
た
汗
の
量
だ
け
生
き
て
や
る

�

森
崎　

寛
次

さ
わ
や
か
な
風
な
に
よ
り
の
贈
り
も
の

�

若
菜　

花
子

美
人
で
は
な
い
か
ら
ま
あ
だ
生
き
て
い
る

�

吉
村　

民
子

は
ら
は
ら
が
歓
喜
の
声
に
変
わ
る
と
き

�

佐
藤
久
仁
子

薬
よ
り
効
果
て
き
面
褒
め
こ
と
ば

�

眞
島　

永
治

草
原
に
立
て
ば
社
会
を
忘
れ
そ
う

�

古
川　

妙
子

縁
側
で
八
億
当
た
る
夢
を
見
る

�

柳
郷　

勝
吉

青
い
空
洗
濯
物
が
お
お
は
し
ゃ
ぎ

�

眞
島　

壽
子

短
歌
〈
神
埼
短
歌
会
〉

露
霜
を
置
く
野
径
の
草
葉
も
く
き
も

花
か
と
ま
が
ふ
草
紅
葉
の
群

�

城
島　

孝
子

け
さ
の
霜
見
渡
す
限
り
輝
き
て

す
べ
ら
ぬ
や
う
に
リ
ハ
ビ
リ
へ
出
づ

�

坂
井　

栄
子

か
じ
か
み
し
霜
や
け
の
両
手
ぬ
く
め
く
れ
し

亡は

母は

の
ふ
と
こ
ろ
ふ
と
思
ふ
夜

�

中
原　
　

幸

霜
降
り
の
ス
テ
ー
キ
求
め
て
夜
の
膳

健
や
か
な
れ
と
独
り
か
み
し
む

�

田
中　

と
代

鴨
の
群
越
冬
せ
む
と
わ
が
川
へ

飛
来
し
て
を
り
去こ

年ぞ

よ
り
多
く

�

前
山
ツ
タ
エ

穭ひ
つ
じ

田だ

は
青
あ
を
と
し
て
霜
月
の

雨
に
さ
や
け
し
今
朝
の
散
歩
路

�

納
富　

茂
子

〈
千
代
田
〉

若
松
を
活
け
て
神
佛
の
御
前
に

子
孫
揃
ひ
て
拝
む
新
年

�

石
田
千
津
代

　

西
九
州
大
学
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

学
科
一
年
の
青
山
明
日
奈
さ
ん
は
、
学

業
に
加
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
ア
ル

バ
イ
ト
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

西
九
州
大
学
で
は
、
社
会
人
に
な
る

た
め
の
基
礎
を
育
成
す
る
目
的
で
、
六

年
前
か
ら
一
年
時
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
「
あ
す
な
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
組
み
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
中
学
生
の
頃
か
ら
保
育

園
の
手
伝
い
や
、
捨
て
猫
を
保
護
す
る

な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
っ

た
明
日
奈
さ
ん
は
、
す
ん
な
り
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
入
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

大
学
に
は
毎
年
三
百
を
超
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
依
頼
が
入
り
、
明
日
奈
さ

ん
は
七
種
類
に
登
録
。
こ
れ
ま
で
に
、

小
学
生
の
キ
ャ
ン
プ
、
障
が
い
者
の
体

育
祭
、
子
ど
も
ま
つ
り
、
宿
場
ま
つ
り

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

　
「
い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
旺
盛
で
、
自
分
で
自
分
を
忙
し
く
し

て
し
ま
う
」
と
、
自
己
分
析
す
る
明
日

奈
さ
ん
。
空
い
た
時
間
が
あ
れ
は
、
体

を
動
か
し
て
い
た
い
と
感
じ
る
そ
う
で

す
。
何
で
も
一
生
懸
命
、
倒
れ
る
寸
前

ま
で
や
っ
て
し
ま
う
け
れ
ど
、
幼
い
こ

ろ
か
ら
い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
成
功
体
験
を
重
ね
て
き
た
こ
と
で
、

困
難
に
出
会
っ
て
も「
何
と
か
な
る
さ
」

と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
は
、
合
併
10
年
神
埼
市

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
、
大
人

に
混
じ
っ
て
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。
自
分
の
意
見
を
受
け
入
れ

て
も
ら
え
る
か
不
安
も
あ
っ
た
け
れ

ど
、
発
表
の
あ
と
大
き
な
拍
手
を
受
け

「
学
生
さ
ん
、
良
か
っ
た
よ
」
と
声
を

か
け
て
も
ら
え
た
こ
と
が
、
大
き
な
自

信
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
も
っ
と
経
験
を
積
ん
で

人
間
的
な
魅
力
を
磨
き
、
小
さ
い
子
が

憧
れ
る
よ
う
な
、
最
初
の
一
歩
を
踏
み

出
さ
せ
る
原
動
力
の
よ
う
な
存
在
に
な

れ
た
ら
と
願
う
明
日
奈
さ
ん
で
す
。 西九州大学心理カウンセリング学科

青山 明日奈さん

地
域
活
動
に
積
極
チ
ャ
レ
ン
ジ
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